
 

 

 

 

 

 

 

 

 

東彼杵町 

地域公共交通計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

 

東彼杵町 



 

  



 

東彼杵町地域公共交通計画 

 

目 次 

 

１．計画の概要 ··························································· 1 

１－１．計画の背景と目的 ·································································································· 1 

１－２．対象区域 ················································································································· 1 

１－３．計画期間 ················································································································· 2 

１－４．計画の位置づけ ······································································································ 2 

１－５．公共交通に関わる新たな技術の動向 ···································································· 3 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 ···································· 6 

２－１．地域ポテンシャル ·································································································· 6 

２－２．人口特性 ················································································································· 7 

２－３．土地利用状況と施設立地状況 ············································································· 13 

２－４．高齢者の運転状況 ································································································ 16 

２－５．地域旅客運送サービス ························································································ 18 

２－６．町民の移動特性・公共交通に対する意向 ·························································· 43 

３．地域公共交通の問題点・課題 ······································· 62 

４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 ··························· 64 

４－１．本町が目指す地域公共交通の将来像 ·································································· 64 

４－２．東彼杵町地域公共交通計画の基本方針 ······························································ 65 

４－３．目指すべき地域公共交通網 ················································································· 66 

４－４．計画の目標 ··········································································································· 69 

５．目標達成に向けた施策・事業········································· 71 

６．計画の推進体制 ···················································· 80 

６－１．計画の推進体制 ···································································································· 80 

６－２．関係する主体と基本的な役割 ············································································· 80 

６－３．計画の評価方法 ···································································································· 81 

  



 

  



 

1 

１．計画の概要 

１．計画の概要 

１－１．計画の背景と目的 

本町は、第 5 次東彼杵町総合計画（以下「総合計画」という）において、人口減少や少子化・超高齢化とい

った人口問題等に対して、まちの魅力を発信していく“せめる”、町民が住みやすい環境を整える“まもる”、

地域間の交流を強化する“つなぐ”を課題に、「小さくても、誇りを持って輝くまち」をまちの将来像、「今を

未来へ」をまちの基本理念に据え、各種施策を進めています。 

特に、第 2 期東彼杵町総合戦略では、“満足度の高い暮らしの提供”に向けて、効率的でかつ持続可能な

公共交通の維持、向上を進めることとしています。 

本町には、ＪＲ大村線を骨格軸に、嬉野方面へは路線バス嬉野線、町内では町営バス、タクシーが運行して

います。ＪＲ大村線、路線バス嬉野線の利用者は観光需要の高まりなどからやや増加していましたが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、激減しています。また、町営バスにおいては、以前から続く利

用減に拍車がかかった形となっています。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による経営悪化や、

慢性的な運転手不足など、運営面も厳しさを増しています。 

今後も増加が見込まれる高齢者の移動手段の確保・充実や、若い世代が今後も住み慣れた地域で暮らし

ていくための町外への移動手段の確保等が求められていますが、人口が小さい本町において如何に利便

性と効率性を兼ね備えた公共交通サービスを構築していくかが喫緊の課題となっています。 

こうした背景を踏まえ、町民の安全安心な暮らしを支える、持続可能な公共交通ネットワークを構築する

ことを目的に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基づき、「東彼杵町地域公共交通計

画」を策定します。 

 

１－２．対象区域 

本計画は、東彼杵町全域を対象とします。 

これに加え、町内外を行き来する鉄道・路線バス等も対象とし、広域での移動についても考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■計画の対象区域 

資料：国土地理院地図を基に作成 

JR大村線 

長崎空港 

長崎自動車道 

西九州新幹線 

東彼杵町 

佐賀県 

川棚町 

波佐見町 

大村市 

嬉野市 

太良町 

鹿島市 

諫早市 

長崎県 
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１．計画の概要 

１－３．計画期間 

本計画の計画期間は、令和５年 4月から令和 10年 3月の 5か年とします。 

なお、期間内においても、必要に応じて計画の見直し・修正を行います。 

 

 

１－４．計画の位置づけ 

本計画は、まちづくりの最上位計画である「第 5 次東彼杵町総合計画」に基づき、第２期東彼杵町総合戦

略や第 8 期高齢者福祉計画・介護保険事業計画などの各種計画と連携を図りながら、まちづくりを支え、

利便性の高い移動環境の形成を推進していくための計画です。 

本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定計画として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■東彼杵町地域公共交通計画の位置づけ 

第２期東彼杵町子ども・ 
子育て支援事業計画 ●安心して子育てできる生活環境づくり 

第８期高齢者福祉計画・ 
介護保険事業計画 

第５次東彼杵町総合計画 

今を未来へ 基本理念 

交通政策基本法 

●健康寿命の延伸に向けた社会参加・生きがい
づくりの推進 

移動手段利便性の向上推進 公共交通に期待される役割 

東彼杵町人口ビジョン 
●既存の公共交通網を維持していく 

●交通利便性が高い地域であり続ける 

第２期東彼杵町総合戦略 
●時代に合った地域をつくり、安心なくらしを

まもるとともに、地域と地域を連携する 

西九州させぼ広域 
都市ビジョン 

●高次の都市機能の集積・強化 

●圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

地域公共交通の活性化 

及び再生に関する法律 

（改正法施行：令和２年 11月 27日） 

根拠 

長崎県地域公共交通計画 

（令和５年３月 策定） 

（主に市町間を跨ぐ交通を対象） 

整合 

東彼杵町地域公共交通計画 

（令和５年３月 策定） 

（主に町内の交通を対象） 
調和 

整合 
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１．計画の概要 

１－５．公共交通に関わる新たな技術の動向 

近年の ICT（情報通信技術）や AI（人工知能）などの発展により、公共交通分野においても新たなモビリ

ティサービスが開発され、社会への導入が広まり始めています。 

令和 2年 11月の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正においても、新モビリティサービ

ス事業が創設されるなど、公共交通の持続可能性を高め、利便を増進していくための方策として新たな技

術の導入が勧められています。 

これまでの公共交通では、「年齢や障害などによる労働や行動範囲における制約」や「過疎化や少子化に

よる需要の縮小とニーズの細分化」などの課題から対応に限界がありました。しかし、人とモノの情報連携

（IoT）やデジタル化・自動化などのデジタル・トランスフォーメーション（DX）が推進されることで、さらなる

運行効率化や利便性向上に向けたサービスが実現可能となり、これまでの課題の克服が期待できるように

なってきています。 

本町では、通信会社と地域情報化に関する包括連携協定等を締結しながら、光基盤や防災情報提供シス

テムなど ICT を活用したまちづくりを進めており、公共交通分野においても、先進技術の活用が持続可能

な公共交通の実現に繋がると見据えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■新たなモビリティサービス 

AIオンデマンド 

利用者の予約に応じて AI（人工知

能）が最短経路を検索・設定するこ

とで効率的な運行が可能 

シェアサイクル 

自転車を共同利用する交通シス

テム 

シニアカーレンタル 

車椅子に自動運転機能が付加され

た乗り物。歩道の運行が可能 

■MaaS（Mobility as a Service） 

MaaS とは、地域住民や旅行者一人一人

のトリップ単位での移動ニーズに対応し

て、複数の公共交通やそれ以外の移動サ

ービスを最適に組み合わせて検索・予約・

決済等を一括で行うサービスであり、観光

や医療等の目的地における交通以外のサ

ービス等との連携により、移動の利便性

向上や地域の課題解決にも資する重要な

手段となるもの。 

資料：国土交通省 日本版Maas の推進 

資料：neuet「chari chari」 資料：土浦MaaS実証実験 

 
スマート

フォン等

で予約 
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１．計画の概要 

 

計画 公共交通に期待される役割 公共交通に関連する施策 

第 5 次東彼杵町

総合計画 

●移動手段利便性の向上推進 

・少子高齢化の進行に伴い、交通弱者対策や公共交

通機関の空白地帯の対策など移動手段の確保対策

のため町営バスの充実やコミュニティバス、乗合

タクシーなどの導入検討など新たな交通体系の整

備を推進していくことが求められる。 

・町営バスなど交通機関の充

実 

・新たな交通体系の整備への

取り組み 

・高齢者タクシー助成券事業

の取り組み 

東彼杵町人口ビ

ジョン 

●既存の公共交通網を維持していく 

・人口減少に伴い、利用者が減少し、生活に身近な

施設や公共交通の撤退が懸念されるほか、防災性

や防犯性の低下により日常生活の安全性が脅かさ

れる可能性があるため、既存のサービスを維持し

ていくことが求められる。 

●交通利便性が高い地域であり続ける 

・東彼杵町は長崎街道や平戸街道を中心に、古くから

交通の要衝であった。現在も長崎自動車道（東その

ぎ I.C）や JR 大村線（彼杵駅、千綿駅）、さらには

隣接する大村市に長崎空港があり、交通の利便性が

高い地域であり、この状況を維持していくことが求

められる。 

※公共交通に関する直接的な

施策の記述はなし。 

第 2 期東彼杵町

総合戦略 

●時代に合った地域をつくり、安心なくらしをまもる

とともに、地域と地域を連携する 

・複数集落における高い地域力を活かした生活サー

ビス支援や小さな拠点をつなぐ公共交通のあり方

などについて、地域ごとに整備していくととも

に、町全体としては、交通環境充実や災害・防災

対策の整備など、地域の活性化のための環境整備 

●施策４－３ 満足度の高い

暮らしの提供 

・（４）交通弱者の生活を支え

るための効率的でかつ持続

可能な公共交通の維持、向

上 

・減少する町営バスの乗客等

の調査を行い、乗客のニー

ズに応じたバス路線見直し

やダイヤ改正を行うなど利

便性向上と持続可能な町営

バスの運営 

・オンデマンドや乗り合いタ

クシーなど新たな公共交通

の導入について検討 

西九州させぼ広

域都市ビジョン 

●高次の都市機能の集積・強化 

・経済成長のけん引や生活機能の充実を図る上で必

要となる圏域の中心的拠点施設の整備等を推進す

る。また、各構成市町の特徴的都市機能や交流拠点

の整備等、圏域全体の魅力向上に資する取組みに協

力・支援することで、圏域の都市機能を向上させる。 

●圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

・圏域内で情報や方針等の共有を図りながら、公共

交通機関（バス、鉄道など）を中心とした利便性

の高い交通づくりに向けた検討を進める。 

●道の駅広域連携 

・圏域内の道の駅が共通パン

フレットによる観光情報の

情報発信等により連携する

ことで、道の駅の認知度の

向上と観光客をはじめとす

る来訪者の回遊性の向上を

図る。 

 

●高度な中心拠点の整備・広

域的公共交通網の構築 

第 2 期東彼杵町

子ども・子育て

支援事業計画 

●安心して子育てできる生活環境づくり 

・全ての子どもや子育て家庭が住み慣れた地域で安

心して生活できるよう、公共施設や道路交通環

境、遊び場・運動場の計画的な整備により、外出

●人にやさしい道づくり 

・子どもや子育て家族が安全

に利用できる通学路等の道

路整備に努める。町道の日

■上位・関連計画における公共交通の役割と関連施策 
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１．計画の概要 

計画 公共交通に期待される役割 公共交通に関連する施策 

に配慮した生活環境の整備を推進することが求め

られる。 

常的な利便性・安全性の向

上を図るため、年次計画に

基づき、補助事業等を活用

して現道の拡幅・改良、維

持補修を実施している。財

源を確保しながら、計画的

に整備を推進している。 

第 8 期高齢者福

祉計画・介護保

険事業計画 

●健康寿命の延伸に向けた社会参加・生きがいづく

りの推進 

・高齢者一人ひとりが自らの経験や能力を生かしな

がら生きがいを持ち積極的に地域活動に参加する

など、できる限り要介護状態になることを予防す

る取り組みを継続して、健康寿命を延伸していく

必要があるため、地域住民が集まる通いの場の整

備を進め高齢者の健康づくり・生きがいづくりに

取り組むことが求められる。 

●外出支援サービス 

・75 歳以上の高齢者につい

て、町営バスの運賃の割引

（半額）や、運転免許証を

持っていない人を対象に年

間１万円分（辺地地区居住

者は１万５千円）のタクシ

ー利用券交付など高齢者の

外出促進・支援を実施 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－１．地域ポテンシャル 

本町は長崎県のほぼ中央に位置し、

西は大村湾、南東は大村市、北西は川

棚町、北東は佐賀県嬉野市に接してい

ます。20～30km 圏域には佐世保市

や諫早市、30～40km 圏域には長崎

市が位置しています。 

町域の大部分が山林（61%）であり、

傾斜が多く、平地部は少ない地形とな

っています。 

人口減少が急速に進んだ（25 年間

で 25%減）ことにより、国から過疎地

域指定を受けています（R4.4.1 から４

年間）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■計画対象区域 

資料：国土地理院地図を基に作成 

■本町の土地利用割合 

出典：東彼杵町第 5 次総合計画 

■本町の地勢 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－２．人口特性 

人口は減少傾向にあり、R2 年度時点（7.7 千人）は 25 年前から 25%減少しています。将来的にも減

少は進み、10 年後(R12)には 6.6 千人（R2 比 15%減）、25 年後（R27）には 4.8 千人（R2 比 38%

減）となる見込みです。 

年少人口（14歳以下）と生産年齢人口（15～64歳）は、今後も減少することが予測されています。 

前期高齢者（65～74歳）は R2年度を境に、後期高齢者（75歳以上）は R17年度を境に、増加から減

少に転じる見込みです。 

高齢化率は一貫して増加傾向にあります。H7 年度時点で超高齢社会（基準値 21%）に突入し、R2 年度

時点で 39％となっています。今後も増加し、10年後（R12）には 45％を越えると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■年齢階層別人口の推移 

※H2～R2 年度：経年人口、R7～R27 年：将来推計人口 

資料：経年人口／国勢調査（各年） 

将来推計人口／国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H30 年推計） 

2.1 2.0 1.6 1.3 1.0 0.9 0.9 0.7 0.6 0.5 0.5 0.4 

6.3 
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1.1 
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1.7 

1.9 
1.9 

1.8 
1.7 

10.2 10.3 10.0 9.7 
8.9 

8.3 
7.7 

7.2 
6.6 

6.0 
5.4 

4.8 
18%

21%
25% 27%

31%

34% 39%

43% 45% 48% 50% 52%

0%

20%

40%

60%
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H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

高
齢
化
率

人
口

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上 不詳 高齢化率（％）

（千人）

（年度）

経年人口 将来推計人口
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

また、本町は、R4 年４月時点で、65 歳以上が 50%以上を越える限界集落が３集落、55 歳以上が

50%以上を占める準限界集落が 23 集落発生しており、地域でのコミュニティ機能が機能不全に陥ること

が懸念されています。 

集落定義 

存続 55 才未満 50％以上 

準限界 55 才以上が 50％以上 

限界 65 才以上が 50％以上 

 

 行政区 人口 世帯数 割合 
準限界判定 限界判定  判定 

55才以上 ％ 65才以上 ％  
1 小音琴 150 63 2.0% 83 55.3% 66 44.0%  準限界 

2 浦 209 90 2.8% 138 66.0% 100 47.8%  準限界 

3 大音琴 178 67 2.4% 101 56.7% 74 41.6%  準限界 

4 口木田 120 44 1.6% 55 45.8% 41 34.2%  存続 

5 蔵本 638 287 8.5% 339 53.1% 240 37.6%  準限界 

6 金谷 144 58 1.9% 76 52.8% 54 37.5%  準限界 

7 本町 472 207 6.3% 218 46.2% 159 33.7%  存続 

8 東町 406 193 5.4% 207 51.0% 164 40.4%  準限界 

9 橋ノ詰 746 331 9.9% 339 45.4% 229 30.7%  存続 

10 赤木 106 47 1.4% 50 47.2% 35 33.0%  存続 

11 上杉 49 19 0.6% 31 63.3% 17 34.7%  準限界 

12 下三根 288 111 3.8% 140 48.6% 106 36.8%  存続 

13 山田 214 75 2.8% 83 38.8% 54 25.2%  存続 

14 川内 205 84 2.7% 110 53.7% 78 38.0%  準限界 

15 飯盛 61 27 0.8% 44 72.1% 30 49.2%  準限界 

16 法音寺 139 45 1.8% 83 59.7% 67 48.2%  準限界 

17 菅無田 187 67 2.5% 121 64.7% 95 50.8%  限界 

18 坂本 200 78 2.7% 132 66.0% 97 48.5%  準限界 

19 中尾 89 24 1.2% 42 47.2% 30 33.7%  存続 

20 太ノ原 135 35 1.8% 68 50.4% 46 34.1%  準限界 

21 太ノ浦 51 19 0.7% 29 56.9% 18 35.3%  準限界 

22 八反田 181 67 2.4% 93 51.4% 61 33.7%  準限界 

23 西宿 116 59 1.5% 79 68.1% 63 54.3%  限界 

24 東宿 353 151 4.7% 218 61.8% 158 44.8%  準限界 

25 瀬戸 351 137 4.7% 187 53.3% 133 37.9%  準限界 

26 駄地 424 184 5.6% 215 50.7% 160 37.7%  準限界 

27 平似田 348 128 4.6% 172 49.4% 129 37.1%  存続 

28 中岳 77 35 1.0% 54 70.1% 32 41.6%  準限界 

29 遠目 51 20 0.7% 32 62.7% 27 52.9%  限界 

30 蕪 81 38 1.1% 52 64.2% 38 46.9%  準限界 

31 木場 229 87 3.0% 132 57.6% 97 42.4%  準限界 

32 里 390 191 5.2% 237 60.8% 179 45.9%  準限界 

33 一ツ石 77 27 1.0% 48 62.3% 31 40.3%  準限界 

34 樋口 80 29 1.1% 48 60.0% 34 42.5%  準限界 

計 7,545 3,124 100% 4,056 53.8% 2,942 39.0%  
 

■限界集落と準限界集落 

（Ｒ４.４.１時点） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

１） 総人口の分布状況 

大村湾沿岸の平野部や主要道路沿いに居住しており、大村湾沿岸に人口が集中しています。特に、彼杵

駅と千綿駅周辺は、他地域よりも人口集積が高い傾向にあります。山間部では、谷あいの道路沿線に薄く

人口が分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年（R12）の将来人口でも JR沿線に集中して分布しており、その中でも彼杵駅と千綿駅周辺に高

い人口集積がみられます。また、国道 34号沿線や山間部にかけても薄く分布している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■総人口の分布状況 ＜将来 2030年（R12）：500mメッシュ＞ 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 

■総人口の分布状況 ＜R2年：500mメッシュ＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２） 高齢人口の分布状況 

65 歳以上の高齢者は、大村湾沿岸の平野部や主要道路沿いに居住しています。特に、彼杵駅と千綿駅

周辺は、他地域よりも人口集積が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年（R12）の高齢者将来人口の分布も、現状と同様の傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■65歳以上高齢人口の分布状況 ＜R2年：500mメッシュ＞ 

■65歳以上高齢人口の分布状況 ＜将来 2030年（R12）：500mメッシュ＞ 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

75歳以上後期高齢者人口も、65歳以上高齢者人口と同様の傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■75歳以上後期高齢者人口の分布状況 ＜Ｒ2年：500mメッシュ＞ 

資料：国勢調査 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

３） 高齢化率の分布状況 

高齢化率は全域的に 30%以上となっており、所々で 40%以上となっている地域もみられます。 

一部、山間部では 50％以上の地域がみられるものの、概ね 50％未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■高齢化率の分布状況 ＜R2年：500mメッシュ＞ 

■7５歳以上後期高齢化率の分布状況 ＜R2年：500mメッシュ＞ 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－３．土地利用状況と施設立地状況 

１） 土地利用状況 

都市計画区域内は、森林や田、畑などの自然的

土地利用が 77％を占めています。 

住宅や商業等の都市的土地利用は 7％と、部分

的かつ分散しており、移動が小規模かつ長距離化

しやすい条件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：H25都市計画基礎調査 

■土地利用状況図 

田

375 

17%

畑

463 

22%
森林

651 

30%

水面

29 

1%

その他の自然地

149 

7%

宅地

157 

7%

その他

334 

16%

上段：面積（ha）

下段：構成比

■土地利用の構成 

資料：H25 都市計画調査 

自然的土地利用 

77％ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２） 施設立地状況 

国道 34号及び 205号沿線に、商業施設や医療施設、教育施設、行政施設等が立地しています。 

山間部の集落には商業施設、医療施設はなく、国道沿線まで下ってくる必要があります。（参考：大野原

周辺地区集会所～彼杵駅まで直線距離で約 7km）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■施設立地状況図 

施設の種類 記号

商業施設

医院・病院

医院・診療所

観光

公園

小学校

中学校

小中一貫

役所

レクリエーション・スポーツ

まちつくり交流・産業振興

福祉

児童福祉施設

彼杵駅 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前頁の「施設立地状況図」の番号リスト 

No 記号 施設名称 No 記号 施設名称

1 大川ストアー 21 千綿小学校

2 コメリハード＆グリーン 東彼杵店 22 彼杵小学校

3 セブンイレブン 東彼杵杵蔵本郷店 23 東彼杵中学校

4 セブンイレブン 東彼杵八反田郷店 24 ながさき東そのぎ子どもの村小学校・中学校（私立）

5 ローソン 東彼杵インター店 25 役場庁舎

6 医療法人さざなみ鈴木病院 26 新港グラウンド

7 岩永医院 27 千綿児童体育館

8 実松整形外科 28 総合会館

9 松村内科・消化器科 29 町民グラウンド

10 山川医院 30 彼杵児童体育館

11 山住医院 31 彼杵地区町民プール

12 特別養護老人ホームもみの木荘 32 音琴体育館

13 千綿渓谷 33 企業誘致（下三根ゲートボール場）

14 歴史民俗資料館 34 大楠体育館

15 千綿駅 35 農村環境改善センター

16 道の駅彼杵の荘（食堂棟） 36 蕪みどり集会施設

17 やすらぎの里公園 37 大野原周辺地区集会所

18 太ノ浦農村公園 38 東部地区コミュニティセンター

19 大音琴農村公園 39 蔵本蔵本構造改善センター

20 音琴緑地広場 40 総合会館（福祉センター）

41 認定こども園つばさ

42 やまだこども園

43 ひまわりえん
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－４．高齢者の運転状況 

高齢者の運転免許返納件数は増加しているものの、運転免許保有者数も増加しており、運転免許保有者

数に対する返納件数は決して多くありません。 

運転免許保有者数に占める高齢者の割合は年々増加しており、特に、70 代や 80 代以上の運転免許保

有者数が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町民アンケートでは、高齢者の 81％が運転免許を保有し、そのうち 28%が免許返納の意向を持ってお

らず、特に、11％は「自家用車以外の移動手段がないため返納できない」と回答しています。 

また、高齢者の 17%は送迎を頼める人がいない状況にあり、自家用車に依存せざるを得ない状況がう

かがえます。 

 

  

12.7 13.3 13.0 12.8 12.5 12.4 12.0

6.1 6.1 6.7 7.5 8.0 8.5 8.8
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）
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合

資料：川棚警察署資料 

資料：川棚警察署資料 

■高齢者の運転免許保有件数 

■高齢者の運転免許返納状況 

1 3 4 1 1 1 34 7 6 4 11 14 910
12 12 7 22 29

2010

53

94

66

119
115

106

25

75

116

78

153 159

138

0

50

100

150

200

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

61～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 高齢者計

（年）

返
納
件
数
（
件
）



 

17 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.5%

17.0%

0.7%

6.9%

自分専用の自動車等がある

家族共用の自動車等がある

持っていない

無回答

免許保有高齢者

（n=277）

3.2%

61.7%

17.7%

10.5%

6.9%

近々返納する予定

将来は返納してもよい

返納するつもりはない

返納したいが、他の移動手段がないから返納できない

無回答

免許保有高齢者

（n=277）

84.9%

11.2%

3.9%

66.5%

16.9%

16.6%

0% 50% 100%

車での送迎を頼める

ご家族や知人がいる

車での送迎を頼める

ご家族や知人はいない

無回答
60歳未満（n=258）

60歳以上（n=343）

町民アンケート結果（Ｒ４.９実施） 

【高齢者の運転免許保有】 

【運転免許を持つ高齢者の自動車保有】 

【送迎を頼める人がいるか】 65 歳未満と 65 歳以上の比較 

約８割の高齢者は、運転免許を 

保有している状況 

＜免許保有高齢者：277人＞ 

【高齢者の運転免許返納意向】 

約３割が、免許返納の

意向がない 

運転免許を持つ高齢者のうち、

約２割は、自分専用の自動車を

保有していない状況 

約２割の高齢者は、

送迎を頼める相手

がいない状況 

89.4%

73.7%

49.0%

80.8%

7.7%

14.0%

27.5%

11.7%

3.0%

12.3%

23.5%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代

(n=235)

70歳代

(n=57)

80歳以上

(n=51)

高齢者計

(n=343)

持っている 持っていない 返納（失効）した
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－５．地域旅客運送サービス 

１） 運行状況 

町内には、JR大村線が南北に伸びており、

それに沿うように走る国道 34 号と国道

205 号を町営バスの「彼杵線」と「千綿線」

が運行しており、公共交通ネットワークの骨

格を形成しています。 

また、JR 彼杵駅から嬉野・武雄方面への

国道 34 号をＪＲ九州バスが運行しており、

嬉野市、武雄市方面へのアクセスを担って

います。 

町内の内陸部は、町営バスの「大野原高

原線」や「東部循環線」、「川内線」が運行して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■町内の公共交通ネットワーク 

千綿駅の駅舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎から望む夕陽等を目当てに多くの観光客が

訪れています。 

■鉄道 

：JR 大村線 

■路線バス 

：JR 九州バス 

■町営バス 

：彼杵線 

：千綿線 

：大野原高原線 

：東部循環線 

：川内線 

凡 例 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 

 

 

 

交通機関 

路線名 
運行経路 

運行便数（平休共通） 

上り 下り 

ＪＲ九州バス 

彼杵駅～嬉野温泉バスセンター～武雄温泉駅 

（一部の便、たけお競輪場） 

町内の区間：彼杵駅～俵坂 

7便 7便 

 

 

 

●町営バスの運行に至る経緯 

・S62年 3月 31日に路線バス（西肥バス）の一部区間「大野原高原線」が廃止となり、それ以降、大野

原高原線は、廃止代替バス路線（補助金）として運行を維持。 

・H14 年 5 月 31 日には川棚・大村間のバス路線が廃止となり、それ以降、町が赤字部分の損失補填

を行うことで、バス路線を維持。 

・損失補填額の増大を背景に、コミュニティバスの検討に着手。道路運送法第 80 条のただし書きを根

拠に、H16年 4月 1日から運行。 

 

現在、町営バスは５ルート、月～土に運行しています。 

 

ルート名 起点 終点 
運行曜日 

運行便数 

（平休共通） 

月 火 水 木 金 土 日 上り 下り 

1 彼杵線 

町営バス 

センター 

ＪＡ川棚支店 ● ● ● ● ● ● － 9 便 9 便 

2 千綿線 ＪＡ大村北支店 ● ● ● ● ● ● － 8 便 8 便 

3 大野原高原線 大野原周辺地区集会所 ● ● ● ● ● ● － 4 便 4 便 

4 東部循環線 町営バスセンター ● ● ● ● ● － － 4 便 4 便 

5 川内線 中尾バス停 東彼杵中学校前 ● ● ● ● ● － － 1 便 1 便 

 

 

  

交通機関 

路線名 
運行経路  運行便数（平休共通） 

上り 下り 

ＪＲ大村線 
早岐駅（佐世保市）～諫早駅（諫早市） 

町内の駅：彼杵駅・千綿駅 

普通 11便 11便 

区間快速 6便 6便 

快速 7便 7便 

計 24便 24便 

■鉄道 

■町営バス 

■路線バス 

資料：JR 九州ホームページ（Ｒ４.８時点） 

資料：JR 九州バスホームページ（Ｒ４.８時点） 

（Ｒ４.９時点） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２） 公共交通サービス提供状況 

ＪＲ駅から半径 800ｍ圏、かつ、町営バスのバス停から半径 300m圏域外の居住エリアとなる公共交通

空白地域は、主に遠目や八反田、川内などの山間部に存在しています。 

当該エリアの人口は約 4,650人と試算され、町全体人口の約 60%を占めています。 

また、65歳以上の人口割合では約 58%、75歳以上の人口割合では約 57%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公共交通空白地域 町全体 

全年齢 4,646人 60.2％ 7,721人 100.0％ 

65歳以上 1,723人 57.6％ 2,991人 100.0％ 

75歳以上 899人 56.6％ 1,589人 100.0％ 

 

 

  

※公共交通空白地域の人口は GIS 上で算出、町域全体人口はＲ２国勢調査 

■町全体に対する公共交通空白地域の人口割合 

■町内の公共交通空白地域 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

彼杵駅までのアクセス環境をみる

と、大村湾沿岸部は町営バスの「彼杵

線・千綿線」が運行していて、概ね 30

分以内でアクセスができて良好です。

また、JR 九州バスが運行する国道

34号沿線も良好と言えます。 

一方、彼杵小学校区の中でも川内

などの山間部は30分以上、中尾など

は 60 分以上要する地域があります

（「大野原高原線」の沿線は、町営バス

センター等での接続が取れておらず

待ち時間を要する）。 

 

 

 

 

千綿駅までのアクセス環境をみる

と、公共交通空白地域である遠目や

八反田等以外の千綿小学校区から

は、概ね 30 分位内でのアクセスがで

きて良好です。ただし、町営バスの運

行本数が少なく、30 分以上を要する

地域（駄地など）も一部あります。 

 

 

 

 

 

 

 

総じて、集落の大部分は、彼杵駅もしくは千綿駅まで 30 分以内でアクセスできる環境にあり、一定水準

のサービスが確保されている状況にあります。ただし、山間部では、駅までのアクセスに 60 分以上かかる

集落もみられ、公共交通を利用した移動は非常に困難な状況にあります。  

■アクセシビリティ評価（彼杵駅まで公共交通を利用した場合の所要時間） 

彼杵駅 

千綿駅 

■アクセシビリティ評価（千綿駅まで公共交通を利用した場合の所要時間） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

３） 鉄道（ＪＲ大村線） 

ＪＲ大村線は、早岐駅（佐世保市）から諫早駅（諫早市）

まで南北に延びる鉄道で、本町には「彼杵駅」と「千綿駅」

の 2駅があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用状況 

利用状況をみると、大村線全線では大村市の人口増加等を背景に利用者が増えています。 

しかし、本町内に位置する２つの駅においては、「千綿駅
※
」は減少傾向、「彼杵駅

※
」は横ばいで推移して

いましたが、新型コロナの影響を受け大きく減少しています。 

 

 

 平均通過人員（人/日） 

1987年度 2021年度 

大村線 3,197 3,655 

 

 

 

 

  

 駅別乗車人員（人/日） 

2018 年度 2019 年度 

彼杵駅※ 315 305 

■ＪＲ大村線の路線 

■ＪＲ大村線の利用状況 

利用者増加 

■彼杵駅
※
の利用状況 

横ばい 

※「彼杵駅」「千綿駅」の利用状況に関しては、交通事業者

（JR 九州長崎営業所）ヒアリング回答をもとに記載 

資料：ＪＲ九州ホームページ（Ｒ４.10 時点） 

■主な区間の運賃 
在来線

(普通乗車券)
彼杵→佐世保 660円
彼杵→早岐 400円
彼杵→大村 380円
彼杵→諫早 610円
彼杵→長崎 1,130円

資料：ＪＲ九州ホームページ（Ｒ４.10 時点） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

65.4%5.7%

3.8%

18.2%

6.9%
週5日～ほぼ毎日

週3～4日程度

週1～2日程度

週1日未満

無回答

（n=159）

② 利用特性 

 ヒアリング結果 

利
用
特
性 

・高校生の通学利用が 52%を占め、大村市の「大村高校」や「大村工業高校」、川棚町の「川棚高校」のほか、佐世

保市や諫早市、武雄市、波佐見町、有田町の高校や専門学校へ通学している。 

・その他、通院 11%、趣味等 8%、買物・飲食 6%など、多様な目的に利用されている。 

・駅へのアクセス手段は、徒歩・自転車（40%）と送迎（40%）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 現状の課題 

 ヒアリング結果 

現
状
の
課
題
等 

・JR大村線の沿線７市町と JR九州で大村線沿線観光活性化協議会を組織して、沿線の観光活性化に向けた活

動を展開している。これまでに、Instagramフォトコンテストや周遊ツアー、スタンプラリー等を実施している。

ひがしそのぎの情報サイト「くじらの髭」等で、地域の魅力的な資源・スポットが多数紹介されている。JRでも佐

賀・長崎デスティネーションキャンペーンを展開しており、連携した利用促進を図っていきたい。地域の魅力発信

と大村線の利用促進の好循環を産むことができるといい。 

・不正乗車や座席への荷物置きなどが一部の利用者にみられる。利用者のマナー向上を図っていただきたい。 

  

69.2%

5.7%

11.3%

8.2%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

通勤 通学

買物 飲食

通院 介護 見舞

趣味 習い事 娯楽など

の私用

その他
複数回答（n=159）

39.6%

3.1%

40.3%

1.9%

2.5%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩・自転車

町営バス

送迎

自家用車

タクシー

その他
複数回答（n=159）

32.1%

66.7%

1.3%

町内

町外

無回答

（n=159）

【利用頻度】 

資料：交通事業者ヒアリング 

資料：交通事業者ヒアリング 

■ＪＲ大村線利用者の状況 （駅利用者ヒアリングより） 

【年齢】 

【本日の目的地】 

【利用の目的】 

【駅へのアクセス手段】 

＜主な指摘＞ 
・大村高校   ・ハウステンボス 
・川棚高校   ・大村工場高校 

＜主な指摘＞ 
・三島眼科 
・そのぎの村小中学校 

51.6%

12.6%

6.9%

6.9%

5.0%

5.0%
9.4%1.9%

0.6%10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答
（n=159）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

４） 路線バス（ＪＲ九州バス） 

ＪＲ九州バス『嬉野線』は、彼杵駅バス停（東彼杵町）から武雄温泉駅バス停（武雄市）までを結ぶ路線バス

で、「彼杵駅バス停」〜「俵坂バス停」区間が、本町内区間に該当します。 

 

① 利用状況・運営状況 

年間輸送人員は新型コロナ流行前の数年は観光客の増加もあり、増加傾向を示していましたが、大きく

減少し、令和 3年度は 3.1万人（H30比 43%）となっています。 

輸送量も大きく低下し、令和 3年度は

地域間幹線系統補助要件（15人）を下回

る 11.7 人となっています。平均乗車密

度も 1.9 人まで落ち込み、乗合としての

利用ではなくなってきています。 

嬉野線の収支は赤字となっており、国、

県、沿線市町による補助を受けながら運

行しています。令和２年度（R1.10～）か

らは沿線市町が、国、県の補助を除いた

額を全額負担しています。東彼杵町の負

担額は令和３年度で約 440 万円となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ＪＲ九州バス 『嬉野線』 の路線 

■初乗り・最大運賃 

70,382 73,992 70,343 67,836 64,212 68,052 71,913
63,646

37,862
31,112

759 701 1,173 520 1,078 871 1,292 1,885 5,161 4,448

3.4 3.5 3.3 3.5 3.5 3.9 3.8 3.6 2.3 1.9

24.8 26.6 25.0 26.6 26.6 28.4 27.7
24.8

14.4
11.7

-10

0

10

20

30

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

利用人員 町の負担額 平均乗車密度 輸送量

利
用
人
員
（
人
）
／
負
担
額
（
千
円
） （年度）

平
均
乗
車
密
度
（
人
）
／
輸
送
量
（
人
）

■嬉野線 ： そのぎ〜ゆめタウンたけお競輪場系統の利用状況、運営状況 

資料：ＪＲ九州バスホームページ（Ｒ元.10.１改訂） 

資料：ＪＲ九州バス提供資料 

乗車 降車

160円 1,100円 彼杵駅 武雄競輪場

最大運賃区間
最大運賃初乗り
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

15.4%

38.5%23.1%

7.7%

15.4%

通勤・通学

買物・飲食

通院・介護・見舞

趣味・習事・娯楽などの私用

業務・出張

その他

JR九州バスを利用する方

（n=13）

② 利用特性 

東彼杵町内のバス停利用は、全体の 27%であり、

利用の多くは武雄市や嬉野市での利用となっていま

す。 

また、町内バス停の利用は、町外への利用割合が

高くなっています（町内バス停利用の 67%）。 

利用の目的は、買物・飲食や通院・介護・見舞、通

勤・通学など多様な外出に利用されています（町民ア

ンケート）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 現状の課題 

 ヒアリング結果 

現
状
の
課
題
等 

・輸送量が地域間幹線系統補助要件を下回っており、新型コロナ特例措置が解除されたときに、行政負担額を大

きくなることが想定される。地域の利用促進を図るとともに、町外への移動に利用されていることも踏まえた

持続可能な交通体系の検討が必要である。 

・西九州新幹線の開業等を受け、新幹線駅からの二次交通として利用促進を図っていくことも必要である。 

・若年運転士の減少や車両の老朽化、燃料費の高騰などの問題を抱えている。 

  

■嬉野線の利用区間状況 

降車

俵
坂

坂
本
郷

高
吉

菅
無
田
郷

大
楠

法
音
寺

樋
口

山
田
口

妙
法
寺

柚
木
町

江
頭

彼
杵
郵
便
局
前

彼
杵
本
町

彼
杵
駅

11 18 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

15 22 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3

東彼杵町 0 9 8 0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2 0 2

俵坂 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

坂本郷 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

高吉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菅無田郷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大楠 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

法音寺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

樋口 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

山田口 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

妙法寺 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

柚木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

江頭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

彼杵郵便局前 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

彼杵本町 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

彼杵駅 0 5 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

乗
車

武
雄
市

嬉
野
市

東
彼
杵
町

R3.7.1(金)

武雄市

嬉野市

資料：ＪＲ九州バス提供資料 

■利用の目的 

資料：町民アンケート（Ｒ４.９実施） 

資料：交通事業者ヒアリング 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

５） 町営バス 

町営バスは「彼杵線」、「千綿線」、「大野原高原線」、「川内線」、「東部循環線」の５路線が運行しています。

「彼杵線」と「千綿線」はＪＲ大村線や国道 34 号及び 205 号と平行に運行しており、「大野原高原線」、「東

部循環線」は町営バスセンターを起点に、内陸部の方へと運行しています。「川内線」は、川内地区の児童・

生徒が朝スクールバスとして利用できるよう、平日の朝 1便のみ運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用状況・運営状況 

年間輸送人員は新型コロナ流行以前より減少傾向にあり、新型コロナの影響も加わって大きく減少し、令

和３年度は23,700人となっています。路線別では、大村湾沿岸を運行する彼杵線・千綿線の利用が71%

を占め最も多く、大野原高原線・川内線が 15%、東部循環線が 13%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■年間輸送人員と経費 

■町営バス路線 

55,059 53,931 51,217 46,935
37,408 37,550 35,931 34,456

26,381 23,706

17.7 17.3 18.8 19.3 21.6

30.4 31.3

23.9 24.1

-20

-10

0

10

20

30

40

0

40,000

80,000

120,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

川棚ー大村 (海) 大野原高原線 (山) 東部循環線 川内線 支出－収入

年
間
輸
送
人
員
（
人
）

（年度）

経
費
（
百
万
円
）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

② 利用特性 

町営バス利用者ヒアリングによると、町営バスを利用している方の年齢構成は 10 歳代と高齢者が多く

なっています。利用頻度や利用目的、目的地をみると、10歳代は小中学生の通学利用、高齢者は川棚医療

センターへの通院利用が多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.6%

19.5%

9.1%

28.6%

1.3%

週5日～ほぼ毎日

週3～4日程度

週1～2日程度

週1日未満

無回答

（n=77）

68.8%

31.2%
町内

町外

（n=77） 千綿小学校 
彼杵中学校 
東彼杵中学校 
等 

54.5%

14.3%

27.3%

1.3%

7.8%

0% 20% 40% 60%

通勤 通学

買物 飲食

通院 介護 見舞

趣味 習い事 娯楽など

の私用

その他
複数回答（n=77）

川棚医療ｾﾝﾀｰ 等 

【利用の目的】 

■町営バス利用者の状況 （バス利用者ヒアリングより） 

【年齢】 

35.1%

7.8%
13.0%3.9%

3.9%

9.1%

20.8%

6.5%
10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

（n=77）

【利用頻度】 

【本日の目的地】 

高齢者が 
約 36％ 10 歳代が 

約 35％ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

12.2%

33.9%
44.3%

9.6%学生

一般

高齢者

不明

（n=230）

8.4%

39.2%48.0%

4.4%

学生

一般

高齢者

不明

（n=227）

③ 利用実態 

各路線とも、時間帯によって利用状況の多寡が見られ、特に大野原高原線、東部循環線は実質的に

回送便となっている便がみられます。また、バス停別の利用状況をみると、ほぼ利用されていないバス

停も多く、運行効率性が低下しています。各路線の詳細を以下に整理しました。 

 

ⅰ）彼杵線・千綿線 

彼杵線・千綿線は、川棚方面は高齢者（44%）や一般（34%）の利用が多く、午前中や昼過ぎの、主

に千綿地域から総合会館や町営バスセンターへの移動や、彼杵地域から川棚バスセンターや JR 川棚

支店への移動に利用されています。また、学生（12%）は東彼杵中学校等から音琴地域への帰宅や、彼

杵本町付近から川棚方面への通学に利用されています。 

大村方面は、高齢者（48%）や一般（39%）の利用が多く、午前中の主に町営バスセンターから千綿

駅や JA大村北支店などへの移動や、音琴地域から彼杵本町などへの移動に利用されています。また、

学生（8%）は音琴地域から東彼杵中学校等への通学に利用されています。 

彼杵線・千綿線 【全体】   対象者：川棚方面 行_599人（うち、369人は属性不明） 

大村方面 行_595人（うち、227人は属性不明） 

■属性 ＜川棚方面 行＞ ■属性 ＜大村方面 行＞ 

■便別平均利用者数 ＜川棚方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜大村方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

彼杵線・千綿線 【全体】   対象者：川棚方面 行_599人（うち、369人は属性不明） 

大村方面 行_595人（うち、227人は属性不明） 

■バス停別平均乗降人数 ＜川棚方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜大村方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

彼杵線・千綿線 【学生】   対象者：川棚方面 行_28人、大村方面 行_19人 

■便別平均利用者数 ＜川棚方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜大村方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜川棚方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜大村方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

彼杵線・千綿線 【高齢者】   対象者：川棚方面 行_102人、大村方面 行_109人 

■便別平均利用者数 ＜川棚方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜大村方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜川棚方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜大村方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

ⅱ）大野原高原線・川内線 

大野原高原線は、町営バスセンター方面では学生（62%）の利用が多く、主に太の原や川内などから

東彼杵中学校等への通学に利用されています。また、一般（23％）や高齢者（11%）もみられ、午前中

の町営バスセンター等へのおでかけもみられます。 

集会所方面では、一般（47%）や高齢者（33%）の利用が多く、町営バスセンターから中尾や太の原

付近への帰宅に利用されています。 

大野原高原線・川内線 【全体】   対象者：町営 BC方面 行_210人 

集会所方面 行_77人 

■属性 ＜町営 BC方面 行＞ ■属性 ＜集会所方面 行＞ 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜集会所方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

大野原高原線・川内線 【全体】   対象者：町営 BC方面 行_210人 

集会所方面 行_77人 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜集会所方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

大野原高原線・川内線 【学生】   対象者：町営 BC方面 行_131人，集会所方面 行_13人 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜集会所方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜集会所方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

大野原高原線・川内線 【高齢者】   対象者：町営 BC方面 行_23人，集会所方面 行_25人 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜集会所方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜集会所方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

ⅲ）東部循環線 

東部循環線は、町営バスセンター方面では学生（71%）の利用が多く、主にいこいの広場入口や春木、

一ツ石付近から旧千綿中学校下への通学に利用されています。また、高齢者（16%）や一般（10％）も

みられ、一ツ石付近や千綿宿から町営バスセンター等へのおでかけもみられます。 

中岳方面では、学生（41%）は旧千綿中学校下町営バスセンターからの帰宅、一般（30%）、高齢者

（20%）では、町営バスセンターや千綿駅からの帰宅に利用されています。 

東部循環線 【全体】   対象者：町営 BC方面 行_200人，中岳方面 行_103人 

■属性 ＜町営 BC方面 行＞ ■属性 ＜中岳方面 行＞ 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜中岳方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

東部循環線 【全体】   対象者：町営 BC方面 行_200人，中岳方面 行_103人 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜中岳方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

東部循環線 【学生】   対象者：町営 BC方面 行_142人，中岳方面 行_42人 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜中岳方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜中岳方面 行＞ 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

東部循環線 【高齢者】   対象者：町営 BC方面 行_32人，中岳方面 行_21人 

■便別平均利用者数 ＜町営 BC方面 行＞ ■便別平均利用者数 ＜中岳方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜町営 BC方面 行＞ 

■バス停別平均乗降人数 ＜中岳方面 行＞ 

 

⑤ 現状の課題 

 ヒアリング結果 

現
状
の
課
題
等 

・地域からの要望に応じてルートやバス停、ダイヤ等を見直してきているが、利用の少ない便やバス停が多すぎ

る。非効率な運行となっている。利用実績データに基づいた運行の見直しを行う必要がある。 

・すべての要望に応えていくと経費が際限なく上がっていく。運転手等のリソースの限界もある。幹線と支線な

ど、メリハリを持った交通体系の検討も必要である。 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

６） タクシー 

タクシーの輸送人員は減少傾向にあります。さらに、新型コロナ感染拡大に伴い、外出を抑制する人や

外食の機会が減り、大きく減少しています。 

輸送人員の減少にともない、営業収入も低下しています。 

町内では、午前中から昼にかけて高齢者の通院や買物での利用が

多く、特に、山間部地区住民の利用が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現状の課題 

 ヒアリング結果 

現
状
の
課
題
等 

・運転手が少なく、利用者からは待ち時間が長いという苦情もあるけど、どうしてもそうならざるを得ない。 

・事業者協力型自家用有償運送について、地域でドライバーが確保できるのであれば検討の余地はある。交通事

業者は委託を受けて、ドライバーの運行管理と車両整備をやるという事であれば、自家用有償運送はありえる

かもしれない。事業者は自分達のノウハウを活かして事業収入となり、地域住民も助かるということであればそ

れはよいと思う。ただし、運転手は安全性を重視して選定する必要がある。 
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資料：九州管内営業区域別タクシー輸送実績集計表（九州運輸局） 

 

 

 

■タクシーの年間利用者数の推移【東彼杵郡】 

資料：交通事業者ヒアリング 

■運転者数と車両台数 

資料：太陽タクシー提供資料 

 

 

運転者数 6名
コンフォート：5台
ジャンボ：1台

車両台数
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

７） その他の地域交通（地域の輸送資源） 

町内には、公共交通の他に、病院や福祉施設が行っている移動支援があります。 

 

 

【実松整形外科医院】 無料送迎 

 

R1年 

（H31.4～R1.12） 

R2年 R3年 R4年 

（R4.1～R4.7） 

年間利用者数 48 52 64 60 

送迎回数 837 1,208 1,230 586 

 

【もみの木園（療育）】 デイサービス送迎 
 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 

年間利用者 

のべ数 
757 676 652 565 487 

※生活介護利用 

 

本町では、統廃合により校区が広くなった彼杵小学校、

東彼杵中学校を対象に、スクールバスを運行しています。 

 

 

 

学校名 路線名 登校時 
下校時 

1便目 2便目 3便目 

彼杵 

小学校 

太の浦・中尾方面 7:15発 15:15発 16:20発 18:00発 

坂本・川内方面 7:19発 15:15発 16:20発 18:00発 

音琴 小音琴公民館 7:25発 15:15発 16:20発 18:00発 

音琴 音琴漁港 7:15発 15:15発 16:20発 18:00発 

東彼杵 

中学校 

Ａ路線【国道】 7:30発 16:45発 17:45発 18:45発 

Ｂ路線【広域農道】 7:27発 16:45発 17:45発 18:45発 

Ｃ路線【東部循環】 7:25発 16:45発 17:45発 18:45発 

（R4.10時点） 

 

学校名 内容 単位 R2 R3 R4 

彼杵 

小学校 

乗車定員 人 29 29 14 14 29 29 14 14 29 29 14 14 

1日延べ運行距離 km 75 50 40 30 71 73 56 35 75 66 59 48 

修繕費 円 148,000 321,000 0 

運行受託料 円 15,415,000 15,496,000 17,648,000 

計 円 15,583,000 15,817,000 17,648,000 

国家補助の有無  有 

 

学校名 内容 単位 R2 R3 R4 

東彼杵 

中学校 

乗車定員 人 29 29 29 29 29 29 29 29 29 

1日延べ運行距離 km 60 70 70 66 93 69 62 75 65 

修繕費 円 148,000 321,000 0 

運行受託料 円 15,415,000 15,496,000 17,648,000 

計 円 15,583,000 15,817,000 17,648,000 

国家補助の有無  有 

学校名 統廃合の経緯 

彼杵小学校 
音琴小と大楠小を統合 
（H28.3.31） 

東彼杵中学校 
彼杵中と千綿中を統合 
（H31.4.1） 

■病院・福祉施設による移動支援 

■スクールバスの運行時刻 

■スクールバス運行の状況 

■統廃合の経緯 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

町では、町営バスの運行とは別に、以下の事業を実施しています。 

 

 

事業種類 内容 

高齢者タクシー利用券 

助成事業 

・75歳以上で、運転免許証を持っていない方を対象にタクシー券を交付

している。 

・1人 10,000円分のタクシー券（中尾、太ノ原、太ノ浦、中岳、蕪、遠目地

区の場合 15,000円） 

・当年度に 75歳の誕生日を迎える場合、75歳の誕生日前でも申請可

能。 

町営バス減免 ・75歳以上の方に町営バス利用料の減免があり。（利用料が半額） 

買い物支援サービス 

「あたご」 

・川内・飯盛地区を対象に月に 1回、地域の有志がドライバーを務め、移動

手段の乏しい方を対象に高齢者の買い物をサポートしている。 

通所型サービス C事業 

「はつらつ教室」 
・自分で来ることができない方に対して、送迎車にて送迎を実施。 

よんなっせ ・送迎の必要性がある場合、送迎車にて送迎を実施。 

 

 

  

■移動に関する事業 



 

43 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－６．町民の移動特性・公共交通に対する意向 

本節では、国勢調査と令和４年 9月に実施した公共交通に関する町民アンケート調査結果等を基に、町

民の移動特性を整理しました。 

 

１） 移動特性 

① 通勤・通学 

町民の就業者の 54%は町内、46%は町外で就業しており、半数程度は町外に通勤しています。 

町外の就業先としては大

村市が最も多く、17%を占

めています。その他、佐世保

市（7%）、川棚町（7%）とな

り、南北に位置する隣接市

町への通勤が多くなってい

ます。 

 

町内には高校はなく、高

校生は町外に通学を余儀な

くされています。 

通学先は、大村市が最も

多く（34%）、他には、諫早

市（18%）、佐世保市

（14%）、長崎市（5%）や波

佐見町（5%）などにも通学

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■東彼杵町と主な市町村との流動 

資料：国勢調査（R2年） 
※15 歳以上の就業･通学者、従業･通学地「不詳」を含む 

注）東彼杵町から他市町村への通勤･通学者の割合は、母数を東彼杵町内の全従業･通学者数としている。 
他市町村から東彼杵町への通勤･通学者の割合は、母数を常住先の全従業･通学者数としている。 

通 勤 

通 学
通勤 

【流入人口】 

50％以上

20％以上50％未満

10％以上20％未満

5％以上10％未満

5％未満

流入人口（通勤割合）の凡例

【流出人口】 

50％以上

20％以上50％未満

10％以上20％未満

5％以上10％未満

5％未満

流出人口（通勤割合）の凡例
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

町内、町外問わず自家用車の利用が非常に多く、通勤者の大半はマイカー通勤となっています。 

町外への通勤・通学では、鉄道・電車の利用が 10％を占めています。 

なお、バスの利用は、スクールバス等と思われる利用が数％みられるものの、非常に少なくなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自家用車のみ

76.41%

徒歩のみ

12.98%

その他

4.01%

勤め先・学校のバスのみ

2.82%

自転車のみ

1.56%

自家用車のみ

80.45%

鉄道・電車のみ

5.62%

その他

3.90%

鉄道・電車及び自転車

3.14%

勤め先・学校のバスのみ

1.67%

鉄道・電車及び乗合バス

1.22%

■ 自家用車のみ 76.41%
■ 徒歩のみ 12.98%
■ その他 4.01%
■ 勤め先・学校のバスのみ 2.82%
■ 自転車のみ 1.56%
■ オートバイのみ 0.89%
■ 乗合バスのみ 0.45%
■ 鉄道・電車のみ 0.37%
■ 鉄道・電車及び乗合バス 0.22%
■ 利用交通手段が3種類以上 0.15%
■ 鉄道・電車及び自転車 0.07%
■ 鉄道・電車及び自家用車 0.07%
■ ハイヤー・タクシーのみ 0.00%
■ 鉄道・電車及び勤め先・学校のバス 0.00%
■ 鉄道・電車及びオートバイ 0.00%

注）1％以上のみラベルを記載 

■通勤・通学流動の交通手段 

常住地：東彼杵町 

従業･通学地：東彼杵町 

常住地：東彼杵町 

従業･通学地：他市町村 

n=1,348 

n=1,974 

資料：国勢調査（R2年） 

■ 自家用車のみ 80.45%
■ 鉄道・電車のみ 5.62%
■ その他 3.90%
■ 鉄道・電車及び自転車 3.14%
■ 勤め先・学校のバスのみ 1.67%
■ 鉄道・電車及び乗合バス 1.22%
■ 利用交通手段が3種類以上 0.96%
■ 鉄道・電車及び自家用車 0.76%
■ オートバイのみ 0.61%
■ 自転車のみ 0.56%
■ 鉄道・電車及び勤め先・学校のバス 0.46%
■ 徒歩のみ 0.35%
■ 乗合バスのみ 0.20%
■ 鉄道・電車及びオートバイ 0.10%
■ ハイヤー・タクシーのみ 0.00%注）1％以上のみラベルを記載 

町内通勤・通学者の交通手段 

町外通勤・通学者の交通手段 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

② 買物 

町民の多くは町外で買物をしています。特に 60歳未満はその傾向が強く、約 9 割が主な買物先は町

外であると回答しています。 

町外の買物先は大村市（65%）が最も多く、嬉野市（15%）や川棚町(14%)も多くなっています。町内

の店舗では、「大川ストアー」や「道の駅彼杵の荘」などが、多く利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.5%

65.0%

13.2%

15.0%

15.1%

15.9%

1.4%

5.0%

2.3%

1.4%

1.4%

0.5%

0.5%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=219）

60歳以上

（n=220）

大村市 川棚町 嬉野市 長崎市 佐世保市 その他町外 無回答

10.2%

28.1%

89.4%

71.0%

0.4%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=245）

60歳以上

（n=310）

町内 町外 無回答

■町内の買物先（具体の店舗） 

■買物先 

店舗名（町内） 回答数
大川ストアー 65
道の駅 彼杵の荘 28
コメリ 14
セブンイレブン 14
ローソン 2

【指摘が多かった上位 5 施設】 

■町外の買物先 

町内で買物 

町外で買物 

60 歳未満の町民は、約９割

が町外で買物 

町外の買物先は、「大村市」

が６割以上 

町内の買物先は、国道沿線

に立地する店舗が利用さ

れている 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

買物時の移動手段は、多くが自家用車を利用しています。町営バスは、60歳以上で 5%程度と非常に

少ない利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.6%

74.4%

7.0%

2.3%

7.0%

9.8%

75.4%

3.3%

11.5%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80%

宅食サービス

生協の宅配サービス

店舗の配送サービス

移動販売車

その他

60歳未満（n=43）

60歳以上（n=61）

複数回答

17.6%

19.7%

78.4%

67.4%

4.1%

12.9%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=245）

60歳以上

（n=310）

利用あり 利用なし 無回答

86.9%

15.5%

0.8%

3.3%

0.0%

0.4%

0.8%

1.2%

5.3%

0.0%

78.1%

14.8%

0.0%

4.2%

0.0%

4.5%

3.9%

1.0%

5.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族等の送迎）

車（施設の送迎）

JR大村線

JR九州バス

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

その他

60歳未満（n=245）

60歳以上（n=310）

複数回答

「買物は車で行く」という方の割合 

 

 60歳未満 ： 87％ 

 60歳以上 ： 78％ 

60歳以上の高齢者では、 

 家族の送迎 

 ＪＲ大村線 

 町営バス 

 タクシー 

 徒歩・自転車 

の指摘も一部あります 

利用ありの方 

■買物目的で外出する時の交通手段 

■利用している買物支援サービス 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

買物目的で外出する頻度は、週に１～２

日程度の指摘が約 4割と最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別に買物流動をみると、千綿小学校区と旧彼杵小学校区は大村市への外出割合が最も高く、特に

千綿は 78%と非常に関係性が強い地域となっています。また、旧大楠小学校区は嬉野市（54%）、旧音

琴小学校区は川棚町（39%）と地域ごとに買物先が異なっています。 

買物時の交通手段はどの地域でも自家用車が最も多くなっています。ただし、旧彼杵小学校区は、JR

大村線やタクシー、旧音琴小学校区では町営バスやタクシーの利用も数％みられるという特徴もありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.9

14.6

3.1

1.0

1.6

1.0

2.6

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

80.1

14.6

6.1

2.8

3.3

1.2

8.9

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

82.1

19.6

1.8

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

84.3

17.6

7.8

5.9

3.9

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

旧音琴 

旧大楠 

千綿 

大村市 

嬉野市 
川棚町 

78％ 
43％ 

39％ 
54％ 

町内 
14％ 

町内 
21％ 

町内 
28％ 

赤字：買物先（町外）の中で第 1 位の行先 

■地域別の買物流動と交通手段 

旧彼杵 
町内 
23％ 

■買物目的で外出する頻度 

旧音琴（n=51） 千綿（n=192） 

旧大楠（n=56） 

旧彼杵（n=246） 

8.5%

24.9%

41.0%

17.8%

4.3%

3.5%

週5日以上

週に3～4日程度

週に1～2日程度

月に数回程度

買物で外出なし

無回答

全回答者

（n=602）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

69.6%

56.8%

6.3%

14.4%

7.6%

15.2%

3.8%

2.4%

1.3%

0.8%

8.9%

4.0%

2.5%

6.4%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=79）

60歳以上

（n=125）

大村市 川棚町 嬉野市 諫早市 長崎市 佐世保市 その他町外

③ 通院 

町民の多くは町外に通院しています。特に 60 歳未満はその傾向が強く、約 7割が主な通院先は町外

であると回答しています。60歳以上は町内外同程度でした。 

町外の通院先は大村市（62%）が最も多く、嬉野市や川棚町も多くなっています。町内では、「山川医

院」や「山住医院」、「岩永医院」などが多く利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.6%

50.4%

67.5%

48.8%

0.9%

0.8%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=117）

60歳以上

（n=256）

町内 町外 無回答

■町内の通院先（具体の病院） 

■通院先 

【指摘が多かった上位 5 施設】 

■町外の通院先 

町内で通院 

町外で通院 

病院名（町内） 回答数
山川医院 42
山住医院 42
岩永医院 42
松村医院 8
なか歯科 7

60 歳未満の町民は、約７割

が町外で通院 

町外の通院先は、「大村市」

が６～７割以上 

町内の通院先は、国道沿線

に立地する病院が利用さ

れている 



 

49 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

通院時の移動手段は、多くが自家用車を利用しています。町営バスは、60歳以上で 4%程度と非常に

少ない利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.4%

5.5%

81.2%

71.9%

9.4%

22.7%

0% 25% 50% 75% 100%

60歳未満

（n=117）

60歳以上

（n=256）

利用あり 利用なし 無回答

91.5%

10.3%

1.7%

0.9%

0.0%

0.9%

0.9%

2.6%

2.6%

0.9%

77.0%

13.7%

0.8%

4.7%

0.0%

4.3%

4.7%

0.4%

7.8%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族等の送迎）

車（施設の送迎）

JR大村線

JR九州バス

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

その他

60歳未満（n=117）

60歳以上（n=256）

複数回答

「通院は車で行く」という方の割合 

 

 60歳未満 ： 92％ 

 60歳以上 ： 77％ 

60歳以上の高齢者では、 

 家族の送迎 

 ＪＲ大村線 

 町営バス 

 タクシー 

 徒歩・自転車 

の指摘も一部あります 

利用ありの方 

■通院目的で外出する時の交通手段 

■利用している診療サービス 

63.6%

18.2%

18.2%

78.6%

0.0%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問診療

電話      診療

その他

60歳未満（n=11）

60歳以上（n=14）

複数回答
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

通院目的で外出する頻度は、月に数回

程度の指摘が約 6割と最も多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別に通院流動をみると、旧彼杵小学校区・旧大楠小学校区・旧音琴小学校区地域は町内の外出割

合が高く、千綿地域では町外の外出割合が高い傾向があります。町外の行先は、旧彼杵小学校区地域と

千綿地域は大村市、旧大楠小学校区地域は嬉野市、旧音琴小学校区地域は川棚町となっています。 

通院時の交通手段はどの地域でも自家用車が最も多くなっていますが、旧音琴小学校区地域では町

営バスの利用が 11％みられ、他の地域よりも町営バスの利用が多い傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%
0.5%

4.2%

57.3%

30.6%

7.5%

週5日以上

週に3～4日程度

週に1～2日程度

月に数回程度

通院で外出なし

無回答

全回答者

（n=602）

81.3

14.4

1.4

4.3

2.9

3.6

0.7

1.4

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

施設の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

86.1

8.3

11.1

5.6

8.3

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

施設の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

旧音琴 

旧大楠 

千綿 

大村市 

嬉野市 
川棚町 

53％ 
23％ 

22％ 
29％ 

町内 
37％ 

町内 
42％ 

町内 
50％ 

■地域別の通院流動と交通手段 

旧彼杵 
町内 
52％ 

■通院目的で外出する頻度 

旧音琴（n=36） 千綿（n=136） 

旧大楠（n=38） 

旧彼杵（n=154） 

79.9

11.7

1.3

3.9

1.9

3.9

1.3

11.7

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

施設の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

84.2

15.8

2.6

0 20 40 60 80 100

自分で車運転

家族等の送迎

施設の送迎

JR大村線

町営バス

タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

(%)

赤字：買物先（町外）の中で第 1 位の行先 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

④ 高齢者の移動特性（買物） 

高齢者の移動特性に着目すると、買物目的での外出頻度は、週に 1～2 日程度（39%）や週に 3～4

日程度（26%）が多くなっています。移動手段で最も多いのは自家用車（自分で運転）ですが、高齢にな

るほど家族等の送迎や公共交通利用の割合が高くなっています。また、70 歳代や 80 歳以上になると

町内で買物をする割合が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90.4%

5.0% 4.7%

8.7%

26.2%

39.1%

16.3%

5.0%

4.7%

（n=343※）

※60歳以上の高齢者

■買物目的での外出頻度 

頻度は、 

週に 1～2 日程度：３９％ 

週に 3～4 日程度：２６％ 

86.4%

12.3%

1.8%

1.8%

1.8%

3.2%

63.0%

22.2%

9.3%

11.1%

7.4%

9.3%

50.0%

19.4%

11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族等の送迎）

JR大村線

町営バス

タクシー

徒歩・自転車
60歳代（n=220）
70歳代（n=54）
80歳以上（n=36）

■買物時の移動手段 

高齢になるほど、家族

等の送迎や公共交通の

利用割合が高まる傾向 

注）指摘割合が低い手段は省略 

21.8%

40.7%

47.2%

50.5%

37.0%

33.3%

11.4%

9.3%

8.3%

12.3%

13.0%

2.8%

4.1%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代

(n=220)

70歳代

(n=54)

80歳以上

(n=36)

東彼杵町内 大村市 川棚町 嬉野市 その他・無回答

■買物先 

高齢になるほど、東彼杵町内での

買物割合が高まる傾向 

対象は 60 歳以上の高齢者

（n=343） 

■外出あり 

 ■週 5日以上 

 ■週に 3～4 日程度 

 ■週に 1～2 日程度 

 ■月に数回程度 

 

■外出なし 

■無回答 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

⑤ 高齢者の移動特性（通院） 

高齢者の通院目的での外出頻度は、月に数回程度（68%）が最も多くなっています。移動手段で最も

多いのは自家用車（自分で運転）ですが、高齢になるほど家族等の送迎や公共交通利用の割合が高くな

っています。また、70歳代や 80歳以上になると町内で通院をされる割合が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.6%

14.6%

10.8%

0.0%
0.9%

5.8%

67.9%

14.6%

10.8%

（n=343※）

※60歳以上の高齢者

43.2%

60.4%

69.2%

29.6%

25.0%

23.1%

8.9%

4.2%

2.6%

9.5%

4.2%

2.6%

8.9%

6.3%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代

(n=169)

70歳代

(n=48)

80歳以上

(n=39)

東彼杵町内 大村市 川棚町 嬉野市 その他・無回答

87.6%

8.3%

4.1%

1.2%

2.4%

4.7%

66.7%

22.9%

6.3%

8.3%

8.3%

12.5%

43.6%

25.6%

5.1%

12.8%

10.3%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族等の送迎）

JR大村線

町営バス

タクシー

徒歩・自転車
60歳代（n=169）
70歳代（n=48）
80歳以上（n=39）

■通院時の移動手段 

■通院先 

注）指摘割合が低い手段は省略 

■通院目的での外出頻度 

対象は 60 歳以上の高齢者

（n=343） 

■外出あり 

 ■週 5日以上 

 ■週に 3～4 日程度 

 ■週に 1～2 日程度 

 ■月に数回程度 

 

■外出なし 

■無回答 

頻度は、 

月に数回程度：６８％ 

高齢になるほど、家族

等の送迎や公共交通の

利用割合が高まる傾向 

高齢になるほど、東彼杵町内での

通院割合が高まる傾向 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２） 移動に関する困りごと 

① 買物時の困りごと 

買物時の移動に対しては、21～22%が困りごとを感じていると指摘しています。 

60 歳以上は、「荷物を運ぶのがつらい」（30%）や「家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする」

（27%）、「駅やバス停が遠い」（24%）、「行きたい所に行けていない」（21%）などが多く挙げられてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.3%

27.3%

24.2%

21.2%

19.7%

19.7%

16.7%

12.1%

6.1%

13.6%

0% 20% 40% 60%

荷物を運ぶのがつらい

家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする

駅やバス停が遠い

行きたい所に行けていない

自由な時間に外出できない

徒歩や自転車での移動が身体的につらくなってきた

バスの待ち時間がつらい

車やバイクの運転に不安がある

公共交通の運賃が高い

その他

複数回答

（n=66）

21.3%

62.9%

15.8%

不便だと感じている

不便だとは感じていない

無回答

（n=310）

 
9.1%

10.9%

20.0%

30.9%

32.7%

5.5%

16.4%

10.9%

18.2%

25.5%

0% 20% 40% 60%

荷物を運ぶのがつらい

家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする

駅やバス停が遠い

行きたい所に行けていない

自由な時間に外出できない

徒歩や自転車での移動が身体的につらくなってきた

バスの待ち時間がつらい

車やバイクの運転に不安がある

公共交通の運賃が高い

その他

複数回答

（n=55）

22.4%

74.3%

3.3%

不便だと感じている

不便だとは感じていない

無回答

（n=245）

■買物時の困りごとの有無と内容 

【60歳未満 （n=245）】 

【60歳以上 （n=310）】 

「荷物を運ぶのがつらい」や

「家族や知人に送迎を頼むこと

に気兼ねする」が多い 

「自由な時間に外出できない」や

「行きたい所に行けていない」が

多い 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

居住地別の困りごとをみると、千綿では、「駅やバス停が遠い」（34%）が最も多く挙げられています。

旧彼杵では、「自由な時間に外出できない」（25%）が最も多く挙げられています。旧大楠では、「自由な

時間に外出できない」（28%）が最も多く挙げられています。旧音琴では、「荷物を運ぶのがつらい」

（35%）「バスの待ち時間がつらい」（35%）が最も多く挙げられています。 

 

 

千綿（n=41）※複数回答 旧彼杵（n=51）※複数回答 

旧大楠（n=14）※複数回答 旧音琴（n=14）※複数回答 

  

■買物時にどんな不便を感じているか 

7.3%

12.2%

7.3%

19.5%

26.8%

12.2%

34.1%

7.3%

29.3%

24.4%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

17.6%

23.5%

9.8%

19.6%

25.5%

15.7%

17.6%

11.8%

23.5%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

7.1%

7.1%

21.4%

21.4%

28.6%

14.3%

0.0%

14.3%

14.3%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

21.4%

35.7%

21.4%

21.4%

21.4%

35.7%

28.6%

14.3%

35.7%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

② 通院時の困りごと 

通院時の移動に対しては、18～21%が困りごとを感じていると指摘しています。 

60 歳以上は、「家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする」（28%）や「駅やバス停が遠い」（26%）、

「自由な時間に外出できない」（19%）、「車やバイクの運転に不安がある」（19%）などが多く挙げられて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.8%

25.9%

18.5%

18.5%

16.7%

16.7%

14.8%

13.0%

3.7%

14.8%

0% 20% 40% 60%

家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする

駅やバス停が遠い

自由な時間に外出できない

車やバイクの運転に不安がある

バスの待ち時間がつらい

徒歩や自転車での移動が身体的につらくなってきた

行きたい所に行けていない

荷物を運ぶのがつらい

公共交通の運賃が高い

その他

複数回答

（n=54）

21.1%

63.3%

15.6%

不便だと感じている

不便だとは感じていない

無回答

（n=256）

0.0%

9.5%

38.1%

23.8%

19.0%

14.3%

19.0%

4.8%

9.5%

38.1%

0% 20% 40% 60%

家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする

駅やバス停が遠い

自由な時間に外出できない

車やバイクの運転に不安がある

バスの待ち時間がつらい

徒歩や自転車での移動が身体的につらくなってきた

行きたい所に行けていない

荷物を運ぶのがつらい

公共交通の運賃が高い

その他

複数回答

（n=21）

17.9%

77.8%

4.3%

不便だと感じている

不便だとは感じていない

無回答

（n=117）

■買物時の困りごとの有無と内容 

【60歳未満 （n=117）】 

【60歳以上 （n=256）】 

「家族や知人に送迎を頼むこと

に気兼ねする」や「駅やバス停

が遠い」が多い 

「自由な時間に外出できない」や

「車やバイクの運転に不安があ

る」が多い 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

居住地別の困りごとをみると、千綿では、「自由な時間に外出できない」（28%）が最も多く挙げられて

います。旧彼杵では、「家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする」（29%）が最も多く挙げられています。

旧大楠では、「車やバイクの運転に不安がある」（33%）が最も多く挙げられています。旧音琴では、「バス

の待ち時間がつらい」（63%）が最も多く挙げられています。 

 

 

千綿（n=36） ※複数回答 旧彼杵（n=21） ※複数回答 

旧大楠（n=9） ※複数回答 旧音琴（n=8） ※複数回答 

 

  

■通院時にどんな不便を感じているか 

13.9%

8.3%

13.9%

22.2%

27.8%

2.8%

25.0%

2.8%

16.7%

27.8%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

19.0%

19.0%

23.8%

28.6%

23.8%

23.8%

14.3%

9.5%

23.8%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

11.1%

0.0%

33.3%

11.1%

11.1%

22.2%

0.0%

11.1%

0.0%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他

25.0%

12.5%

25.0%

0.0%

25.0%

62.5%

50.0%

0.0%

12.5%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩や自転車での移動が

身体的につらくなってきた

荷物を運ぶのがつらい

車やバイクの運転に

不安がある

家族や知人に送迎を頼む

ことに気兼ねする

自由な時間に外出できない

バスの待ち時間がつらい

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

行きたい所に行けていない

その他
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

46.0%

12.7%

4.8%

30.2%

6.3%

7.9%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行便数

②運行便の種類

③運行時間

④駅環境の向上

⑤駅へのアクセス

⑥車両の環境

⑦その他
複数回答

（n=63）

39.6%

60.4%

要望意見あり

要望意見なし

（n=159）

３） 公共交通に対する町民の満足度および要望 

① ＪＲ大村線 

JR大村線に対して、「満足」の指摘（「大変満足」と「やや満足」の合算）が 14%に対して、「不満」の指摘

（「不満」と「やや不満」の合算）は 25%と、不満の方が上回っています。 

利用増進につながるサービス改善に対しては、「増便」（24%）や「駅の駐車場・駐輪場の拡充」（17%）

などが指摘されています。 

また、JR 利用者からも改善要望があり、「運行便数」（46%）や「駅環境の向上」（30%）が指摘されて

います。 

 

【調査対象】 町民アンケートでＪＲ大村線を利用すると回答した方 79人 
 

【調査対象】 ＪＲ大村線を利用している方へのヒアリングで回答した方 159人 

  

1.3%

12.7%

49.4%

11.4%

13.9%

11.4%大変満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

（n=79）

24.1%

16.5%

12.7%

11.4%

6.3%

1.3%

11.4%

0% 20% 40% 60%

増便

駅の駐車場・駐輪場の拡充

駅までの路線バス、

コミュニティバスの充実

運賃割引

駅までのタクシーの料金割引

駅の駐車場・駐輪場の料金割引

その他 単数回答

（n=79）

■ＪＲ大村線の満足度 ■どんなサービス改善が図られたら、現在よりも
利用回数を増やせるか 

■改善要望の有無 

■改善要望の内容 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

43.8%

18.8%

12.5%

12.5%

6.3%

0.0%

31.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行便数

②運行時間

③運行経路

④バス待ち環境の向上

⑤車内サービスの向上

⑥情報サービス

⑦その他
複数回答

（n=16）

20.8%

79.2%

要望意見あり

要望意見なし

（n=77）

② ＪＲ九州バス 

JR九州バスに対しては、町民アンケートで

現在利用しているとする回答者が少なく

（13 名）、参考程度ではあるものの、「不満」

の指摘（「不満」と「やや不満」の合算）が

38%となっていました。 

 

 

 

③ 町営バス 

町営バスに対して、「満足」の指摘（「大変満足」と「やや満足」の合算）が 43%となっており、「不満」の

指摘（「不満」と「やや不満」の合算）の 10%を、大きく上回っています。 

利用増進につながるサービス改善に対しては「便数の増加」（44%）などが指摘されています。また、

町営バス利用者からも 21%から改善要望があり、「運行便数」（44%）が指摘されています。 

 

【調査対象】 町民アンケートで町営バスを利用すると回答した方 39人 
 

【調査対象】 町営バスを利用している方へのヒアリングで回答した方 77人 

46.2%

7.7%

30.8%

15.4%
大変満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

JR九州バスを利用する方

（n=13）

■町営バスの満足度 ■どんなサービス改善が図られたら、現在よりも
利用回数を増やせるか 

■改善要望の有無 

■改善要望の内容 

■ＪＲ九州バスの満足度 

20.5%

23.1%
41.0%

7.7%

2.6%

5.1%

大変満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

（n=39）

43.6%

10.3%

5.1%

5.1%

5.1%

2.6%

2.6%

0.0%

7.7%

0% 20% 40% 60%

便数の増加

サービスが改善されても現状と変…

早朝・深夜便の運行

運賃の割引

車内・バス停でのWi-Fi環境の整備

バス停の待ち環境の改善

運行経路の見直し

速達性・定時性の向上

その他

単数回答

（n=39）

サービスが改善されても現状と

変わらない
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

４） 本町の公共交通のあり方（重点的に取り組むべき施策） 

東彼杵町の今後の公共交通のあり方について町民アンケートでたずねたところ、「重点的に取り組むべ

き」ものとして最も高かったのは、「自宅近くから利用できる交通サービスの充実」（35%）でした。「取り

組むべき」を合わせると 75%となり、回答者の 3/4が取り組むことを求めている結果となりました。 

他にも「利用しやすい運賃制度の導入」（計 64%）や「駅へのアクセス環境の強化」（64%）が挙がって

います。 

なお、居住地別では、大きな傾向の違いは見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■公共交通の今後のあり方 （回答者全体 602人） 

35.2%

20.6%

16.4%

23.6%

24.1%

19.1%

40.0%

41.5%

41.2%

41.0%

40.5%

42.2%

10.5%

18.6%

22.3%

15.4%

15.1%

18.1%

14.3%

19.3%

20.1%

19.9%

20.3%

20.6%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 

＜10 歳代 n=23＞ 

＜20 歳代 n=32＞ 

＜30 歳代 n=57＞ 

＜40 歳代 n=66＞ 

  

30.4%

34.8%

43.5%

43.5%

21.7%

43.5%

34.8%

47.8%

39.1%

39.1%

43.5%

30.4%

30.4%

8.7%

8.7%

13.0%

21.7%

17.4%

4.3%

8.7%

8.7%

4.3%

13.0%

8.7%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

37.5%

43.8%

28.1%

40.6%

31.3%

37.5%

50.0%

43.8%

59.4%

50.0%

56.3%

46.9%

12.5%

12.5%

12.5%

9.4%

12.5%

15.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

47.4%

17.5%

8.8%

33.3%

29.8%

26.3%

36.8%

40.4%

42.1%

40.4%

45.6%

43.9%

10.5%

35.1%

42.1%

21.1%

19.3%

21.1%

5.3%

7.0%

7.0%

5.3%

5.3%

8.8%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

36.4%

25.8%

19.7%

34.8%

25.8%

24.2%

39.4%

42.4%

43.9%

36.4%

48.5%

43.9%

21.2%

25.8%

31.8%

21.2%

19.7%

27.3%

3.0%

6.1%

4.5%

7.6%

6.1%

4.5%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

■公共交通の今後のあり方（年代別） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 

＜50 歳代 n=80＞ 

＜60 歳代 n=235＞ 

＜70 歳代 n=57＞ 

＜80 歳代 n=51＞ 

 

 

38.8%

22.5%

22.5%

27.5%

31.3%

20.0%

46.3%

52.5%

46.3%

46.3%

37.5%

45.0%

10.0%

12.5%

18.8%

13.8%

18.8%

23.8%

5.0%

12.5%

12.5%

12.5%

12.5%

11.3%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

34.9%

16.2%

12.3%

16.6%

25.5%

14.0%

42.6%

45.1%

44.3%

45.5%

39.1%

45.5%

7.2%

17.0%

20.0%

14.9%

11.9%

16.6%

15.3%

21.7%

23.4%

23.0%

23.4%

23.8%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

22.8%

14.0%

7.0%

8.8%

7.0%

7.0%

31.6%

22.8%

28.1%

26.3%

31.6%

31.6%

8.8%

17.5%

17.5%

17.5%

14.0%

12.3%

36.8%

45.6%

47.4%

47.4%

47.4%

49.1%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

31.4%

21.6%

21.6%

21.6%

13.7%

17.6%

29.4%

25.5%

19.6%

31.4%

35.3%

33.3%

2.0%

15.7%

19.6%

7.8%

11.8%

7.8%

37.3%

37.3%

39.2%

39.2%

39.2%

41.2%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから利用できる交通サービスの充実

長崎・大村方面の交通サービスの充実

佐世保・川棚方面の交通サービスの充実

利用しやすい運賃制度の導入

駅へのアクセス環境の強化

ダイヤや運行状況などの情報提供の充実

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答
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３．地域公共交通の問題点・課題 

３．地域公共交通の問題点・課題 

本章では、２章で整理した本町の地域特性や公共交通の現状を基に、地域公共交通の問題点を示し、課

題を整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東彼杵町の地域特性・移動特性 

■人口減少が加速度的に進行、移動需要は縮小傾向 

○人口は H13 に 1 万人台を割り込むと 10 年かからないスピードで 1 千人ずつ減少。R4 には過疎
地域指定を受ける。 

○Ｒ2時点の年少人口 854人（11.1％）、高齢人口 3,000人（38.9％）。年少人口の減少に伴い、通
学需要が減る見通し。高齢化が進むにつれ外出機会も減り、移動需要が減少。 

■限界、準限界集落が発生、需要の小さい集落が点在 

○R2.4時点で、限界集落（65歳以上50%以上）が 3区、準限界集落（55歳以上 50%以上）が23
区となった。各集落の移動需要は小さく、山間部に点在する。 

■小学校、中学校の統廃合により、小・中学生の一部はスクールバスが必要 

○旧大楠小学校校区、旧音琴小学校校区の児童はスクールバスで彼杵小学校へ通学している。 
○旧千綿中学校校区の生徒は、スクールバスで東彼杵中学校へ通学している。 

■高校生は町外へＪＲ大村線などで通学 

○町内に高校はなく、高校生は町外へ通学している。 
○通学手段は、JR大村線や自転車が多く、町内の駅までは家族の送迎や自転車でアクセスしている。 

■通勤、買物、通院などの外出は専ら自家用車を利用 

○町民は通勤、買物、通院にもっぱら自家用車を利用している。 
○買い物では 8 割、通院では 55％が町外に外出しており、大村市が最もよく行く外出先となってい
る。 

■高齢者も、町外へ外出し、自家用車を利用 

○高齢者も約 7割が町外へ買物先を持ち、主に自家用車を利用している。 

東彼杵町の公共交通の現状 

■JR大村線：彼杵駅の利用は低迷 

○大村線としては利用増であるなか、彼杵駅の利用は減少傾向。 

■JR九州バス彼杵線：さらなる利用減により赤字補てん額が今後も増大する懸念あり 

○輸送量が国庫補助要件を下回っており、現在の新型コロナ特例措置の有効期限が切れた場合に国庫
補助の対象外となり、町の負担額が増大する懸念がある。 

■町営バス：利用低迷、財政支出増大 

○利用者数は年々減少しており、それに伴って町の負担額も増大している。 
○便当たり利用者数もわずかであり、輸送効率が低い。 

■タクシー：運転手不足によるサービス継続の懸念 

○高齢化、成手不足を背景に運転手が不足している。 

■新型コロナによる収益悪化 

○新型コロナの影響を受け、経営が悪化している。 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東彼杵町の地域公共交通に対する町民の意向等 

■車を運転しない高齢者は、自由に外出できていない 

○買い物や通院での外出時の困りごととして、高齢者は「自由な時間に外出できていない」「行きたい
ところに行けていない」」との回答をあげている。 

■JR大村線について、増便やアクセス環境の充実などの改善要望がある 

○JR大村線について、25%が不満を感じており、「便数が少ない」「駅の駐車場・駐輪場が足りない」な
どをその理由に挙げている。 

■町営バスについて、増便に対する要望が強い 

○町営バスについて利用者からは満足していると評価されている。一方で、増便に対する要望が多く
挙がっている。 

■「自宅近くから利用できる交通サービスの充実」を望む意見が多い 

○今後のあり方として、短距離移動に利用可能な交通サービスの充実を望む意見が多い。また、利用し
やすい運賃制度の導入や駅へのアクセス環境の強化を望む意見もある。 

○自由意見においても、タクシー補助や乗合タクシーの導入を望む意見が多数みられる。 

 

 

■ターゲットの需要に応じた、路線バス、町営バス及び地域の輸送資源の一体的な公共交通ネッ

トワークの構築 

○高齢者等の交通弱者の移動ニーズ（自宅近くまでの運行、増便、町外への移動など）に応えていくべく
サービスの充実を図る必要がある。 

○持続的な交通体系とするために、運行形態の見直しや地域の輸送資源との役割分担など輸送効率性を
高める必要がある。 

○双方のバランスのとれた交通体系を構築する必要がある。 

■小中高校生の安全・安心な通学の確保 

○小中学生が安心して利用できる交通サービスを整える必要がある。 
○高校生の通学時の駅までのアクセス手段、駅での待合環境の充実等通学環境の向上を図る必要があ
る。 

■JR大村線の利用促進・事業性強化・利便性向上のスパイラルアップ 

○ 町民や観光客等の来訪者の利用促進を図ることで事業性を強化していき、利便性を高めていくといっ
た好循環のスパイラルアップを図っていく必要がある。 

○駅へのアクセス環境の充実を図る必要がある。 

■自家用車に過度に依存しすぎない、環境にやさしく、利便性の高い暮らしの実現 

○ 自家用車への過度な依存を抑制するべく、公共交通の利用啓発を推進する必要がある。 
○旅客輸送の資源が限られる中でも、より便利な暮らしを実現するために、人の移動とモノの移動を一体
的に捉えたサービスの導入など、ICT等を積極的に活用していくことが必要。 

東彼杵町の地域特性・移動特性 

■人口減少が加速度的に進行、移動需要は縮小傾向 

■限界、準限界集落が発生、需要の小さい集落が点在 

■小学校、中学校の統廃合により、小・中学生の一部は
スクールバスが必要 

■高校生は町外へＪＲ大村線などで通学 

■通勤、買物、通院などの外出は専ら自家用車を利用 

■高齢者も、町外へ外出し、自家用車を利用 

東彼杵町の公共交通の現状 

■JR大村線：彼杵駅の利用は低迷 

■JR九州バス彼杵線：さらなる利用減
により赤字補てん額が今後も増大す
る懸念あり 

■町営バス：利用低迷、財政支出増大 

■タクシー：運転手不足によるサービス
継続の懸念 

■新型コロナによる収益悪化 

東彼杵町の地域公共交通の課題 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－１．本町が目指す地域公共交通の将来像 

本町のまちづくりの方向性を基に、地域公共交通が目指す将来像を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 広域移動 

JR 大村線 
JR 九州バス嬉野線 

町営バス（彼杵線 千綿線） 

域内移動 

町営バス（彼杵線 千綿線 
大野原高原線 川内線 東部

循環線） 
タクシー 

暮らし 交流 

 

東彼杵に住みつつ、大村・
川棚・嬉野等へ買物、通
院、通学、通勤できる 

彼杵、千綿へ気軽におで
かけできる 

自動車でなくても外出で
きる 

東彼杵を訪れやすい 

まちを巡ることができる 

将来の公共交通体系
での活動イメージ 

小中学校へ安心、安全に
通学できる 

今を未来へ 

 今の町民に対する魅力を高めることによる転出の抑制と転入の促進 

 本町の独自性を活かした転入の促進 

 地域力を活かした結婚・出産・子育ての支援 

東彼杵町の地域公共交通の目指す将来像 

東彼杵町での快適生活を支える 

持続可能な公共交通 

将来像 ： 小さくても誇りをもって輝くまち 

第５次総合計画

の基本理念 

第２期総合戦略

の目指す方向性 

●「暮らし」を支える公共交通 
 高齢者等のおでかけのしやすさの確保（彼杵、千綿までの町内移動、大村・川棚・嬉野

への広域移動） 

 小中学生の通学の確保（町内移動） 

 高校生の通学の利便性の確保（彼杵、千綿までの町内移動、大村・川棚・嬉野への広

域移動） 

 

●「交流」を支える公共交通 
 わかりやすく、利用しやすい観光交通 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－２．東彼杵町地域公共交通計画の基本方針 

本町が目指す地域公共交通の将来像の実現に向けて、現状の課題に対して「交通サービスの改善」「町民

の暮らし方の創造」「ＩＣＴの先端技術の応用」のアプローチから、本計画の基本方針を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東彼杵町の地域公共交通の目指す将来像 

東彼杵町での快適生活を支える 

持続可能な公共交通 

東彼杵町における地域公共交通の課題 

1.ターゲットの需要に応じた、路線バス、町営バス及び地域の輸送資源の

一体的な公共交通ネットワークの構築 

2.小中高校生の安全・安心な通学の確保 

３．JR大村線の利用促進・事業性強化・利便性向上のスパイラルアップ 

４．自家用車に過度に依存しすぎない、環境にやさしく、利便性の高い暮ら

しの実現 

 

 交通サービスの改善 

課題解決のアプローチ 

町民の暮らし方の創造 ICTの先端技術の応用 

公共交通体系の利便性と持続性を高める 基本方針 １ 

ＪＲ駅の交通結節機能を高める 基本方針 2 

公共交通の利用環境を高める 基本方針 3 

東彼杵町地域公共交通計画の基本方針 

公共交通の積極的な利用の啓発を推進する 基本方針 4 

○高齢化の進行に伴って地域公共交通へのニーズは高まるばかりです。しかしながら、町営バスの

利用は減少しており、経営も悪化しています。また、路線バスも同様です。町民が便利に利用で

き、かつ持続性を高めていくために、公共交通交通体系の見直しなどに取り組みます。 

○JR 彼杵駅、千綿駅は町外への移動において重要な拠点です。また、観光客等が訪れる際の玄関

口でもあります。両駅を中心としたにぎわいづくりも念頭に、駅へのアクセス環境の強化や拠点

性強化などに取り組み、駅の交通結節機能を高めます。 

○公共交通を利用する際にネックとなりやすい、経路検索や時刻検索、運賃支払、運行の遅れなど

に対して、情報提供の充実や検索ツールの充実を図り、ストレスなく便利に利用できるように利

用環境を高めます。 

○公共交通の維持・活性化に向けて、また地球温暖化対策に向けた自家用車の利用抑制に向けて

は、交通サービスや利用環境の改善と並行して、町民一人ひとりの協力も必要です。そのために、

公共交通に対する啓発や利用促進を推進します。 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－３．目指すべき地域公共交通網 

本町の地域公共交通の将来像に向けて、各交通機関がそれぞれの役割を果たし、有機的に組み合わせ

（モビリティミックス）、町民の日常生活や来訪者の移動を支える持続可能な地域公共交通網を構築します。 

 

１） 公共交通機関の役割 

町内の公共交通機関について、その役割を定義します。 

 

 

※利用対象を限定した移動支援サービスとして、町が実施している通所型福祉施設への送迎サービスや

高齢者向けの買物支援サービス、医療・福祉事業所が実施している送迎サービスなどがあり、公共交

通とともに、高齢者の特定移動を支えています。 

※小学生、中学生の通学は、各小学校、東彼杵中学校のスクールバスが担っています。スクールバスの車

両については通学時間帯以外の活用について検討していきます。地域行事などで生じる移動に対する

輸送サービスとしての活用や、地域への食料品や日用品等の販売車両など物流サービスとしての活用

など多様な使い道を想定します。 

 

  

区 分 交通機関 役   割 

広域 

幹線 

JR大村線 
本町と近隣市町とを結ぶ骨格軸として、日常的に生じる町外

への通勤や通学、買物等や、旅行などの特別な移動を支える。 

また、観光などの来訪者の移動を支え、町内外の交流を活性

化させる。 
JR九州バス嬉野線 

地域内

幹線 

町営バス 

（彼杵線・千綿線） 

JR 大村線を補う町内の南北軸の幹線として、町民の通勤や

通学、買物等の日常生活での多様な移動を支える。 

地域内

交通 

デマンド交通 

町内の内陸部から大村湾沿岸部への移動を担う交通として、

町民の移動需要に応じて柔軟なサービスを提供する。 

デマンド交通は、町営バス（大野原高原線・川内線、東部循環

線）の運行エリアを引き継ぎ、一定程度の需要が見込まれる地

域を運行する。 

事業者協力型自家用有償旅客運送は、これまで町営バスでの

サービス提供が困難であった山間部地域などを運行する。 

事業者協力型 

自家用有償旅客運送 

その他 

タクシー 
広域幹線、地域内幹線、地域内交通を補完して、多様な移動

ニーズに応える。 

レンタル・シェアリング

サービス 

千綿駅周辺において、観光客の周遊する移動手段としてサー

ビスを提供する。 

■公共交通機関の役割 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

２） 交通結節点 

町外を結ぶ JR大村線や JR九州バス嬉野線と、町内の移動を支える町営バス、デマンド交通、事業者協

力型自家用有償旅客運送が接続する交通結節点を以下のように設定します。 

 

 

交通結節点 役割 

JR彼杵駅 
⚫ 主に旧彼杵、旧音琴、旧大楠における町外への交通結節点として、JR大村線に対

して、JR九州バス嬉野線、町営バス（彼杵線・千綿線）が接続する 

JR千綿駅 

⚫ 主に千綿における町外への交通結節点として、町営バス（彼杵線・千綿線）やレンタ

ル・シェアリングサービスなどが接続する 

⚫ 千綿駅及び周辺への観光客等の玄関口として機能 

町営バス 

センター 

⚫ JR九州バス嬉野線や町営バス（彼杵線・千綿線）などの幹線交通に対して、デマン

ド交通や事業者協力型自家用有償旅客運送などの地域内交通が接続する 

 

３） 将来公共交通ネットワーク 

町民や来訪者の広域移動から地域内移動までの多様な移動に、各交通機関が役割に基づく階層性をも

ち、交通結節点で円滑に接続する、持続可能な公共交通ネットワークを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■交通結節点 

■将来公共交通ネットワーク 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

①各運行系統の位置づけ・役割・必要性 

 

 

 

②補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

 

  

位置 

づけ 
運行系統 役割・必要性 確保・維持策 

広域 

幹線 

JR大村線 

大村市・長崎市方面や川棚町・佐

世保市方面を結び、広域の通勤

や通学、買物等の外出や、観光等

の来訪者の移動を支える路線 

大村市の人口増や観光需要の増加により

利用者数は微増傾向にあったが、新型コロ

ナによる観光需要の落ち込みにより利用

者数は大幅に減少している。千綿駅を中心

とする観光資源等を活用した観光誘客の

促進や、町内駅の拠点性の強化等による利

用環境の改善等に取り組む必要がある。 

JR九州バス

嬉野線 

嬉野市、武雄市を結び、広域の通

勤や通学、買物等の外出や、観光

等の来訪者の移動を支える路線 

観光需要の増加によって利用者数は微増

傾向にあったが、新型コロナによる観光需

要の落ち込みにより利用者数は大幅に減

少している。また、町内区間の利用は少な

い。引き続き、観光需要の取り込みに取り

組むとともに、町民の利用促進の強化が必

要である。 

地域公共交通確保維持事業（幹線補助）を

活用し持続可能な運行を目指す。 

地域内

幹線 

町営バス（彼

杵線・千綿

線） 

人口集積が高い大村湾沿岸を

JA大村北支店から千綿、彼杵を

経由して JA川棚支店までを結

び、町民の町内外の通勤・通学・

買物・通院等の日常生活を支え

る路線 

情報提供の充実や利用啓発、福祉や教育

などと連携した移動需要の創出などの利

用促進に取り組む。 

地域内

交通 

デマンド交通 

太ノ浦地区と町営バスセンター

や、中岳地区と町営バスセンター

を結び、買物や通院などの日常

生活を支える路線 

地域と協働した運行計画の柔軟な見直し

等を行うとともに、利用啓発に取り組む。 

事業者協力

型自家用有

償旅客運送 

遠目地区や川内地区から町営バ

スセンターを結び、買物や通院な

どの日常生活を支える路線 

位置 

づけ 
運行系統 起点 経由地 終点 

事業 

許可 

区分 

運行 

形態 
実施主体 

補助事業

の活用 

広域 

幹線 

JR九州バス

嬉野線 
彼杵駅 

嬉野温泉

バスセン

ター 

武雄温泉

駅 

4条 

乗合 

路線 

定期 

運行 

JR九州

バス 
幹線補助 

■各運行系統の位置づけ・役割・必要性 

■補助系統に係る事業及び実施主体の概要 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－４．計画の目標 

本計画は、設定した目標及びその指標の達成状況を見ながら、計画の進捗状況を管理していきます。 

計画４年目となる令和８年度に最終評価を行い、計画５年目となる令和 9年度には、次期計画策定に向

けた検討を進めていきます。 

 

 

 

● JR彼杵駅・千綿駅の交通結節機能強化、町営バス（大野原高原線・川内線、東部循環線）の再編、

公共交通全般の情報提供の充実、MaaSの展開などに取り組み、公共交通の利便性を高めてい

きます。 

 

 

指  標 単位 基準値 現況値 目標値 

【指標１】 

JR彼杵駅の乗車人員ランキング 

※資料：JR九州 

― 
300位より下位 

（R3年度） 

300位注） 

以上 

（R9年度） 

【指標２】 

JR九州バス嬉野線の輸送量 

※資料：JR九州バス 

人/日 
24.8 

（R1年度） 

11.7 

（R3年度） 

28.4 

（R9年度） 

【指標３】 

町営バスの年間利用者数 

※資料：東彼杵町町営バス運行実績 

人/年 
34,456 

（R1年度） 

23,706 

（R3年度） 

21,500 

（R9年度） 

注）2019（令和元）年度時点、JR彼杵駅のランクは 298位、乗車人員は 305人/日 

※指標３は再編後のデマンド交通及び事業者協力型自家用有償旅客運送も含む 

 

 

 

● 町営バス（大野原高原線・川内線、東部循環線）の再編、スクールバスの拡充などに取り組み、公

共交通の運行効率を高めていきます。 

 

 

指  標 単位 基準値 現況値 目標値 

【指標４】 

町営バスの収支率 

※資料：東彼杵町町営バス運行実績 

％ 
12.2 

（R1年度） 

11.1 

（R3年度） 

11.1 

（R9年度） 

【指標５】 

町営バスの利用者一人当たりの運

行経費 

※資料：東彼杵町町営バス運行実績 

円/人 
1,037 

（R1年度） 

1,144 

（R3年度） 

1,144 

（R9年度） 

※指標 4、５は再編後のデマンド交通及び事業者協力型自家用有償旅客運送も含む 

■目標１の成果指標 

■目標２の成果指標 

公共交通の利便性を高める 目標１ 

公共交通の運行効率を高め、持続可能性を確保する 目標２ 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

 

 

● 町営バスの再編などのサービス改善に加え、公共交通全般の情報提供の充実等の利用環境の向

上や利用啓発・利用促進を展開して、自家用車から公共交通への転換を促し、自家用車でなくて

も外出できる人の増加を図ります。 

 

 

指  標 単位 基準値 現況値 目標値 

【指標６】 

町民の買物時の自家用車（自分で

運転）分担率 

※資料：東彼杵町町民アンケート 

％ 
82.0 

（R3年度） 

76.0 

（R9年度） 

【指標 7】 

JR大村線に対する町民の満足度

（不満に感じている割合） 

※資料：東彼杵町町民アンケート 

％ 
25.3 

（R3年度） 

13.0 

（R9年度） 

【指標 8】 

町営バスに対する町民の満足度 

※資料：東彼杵町町民アンケート 

％ 
43.6 

（R3年度） 

65.0 

（R9年度） 

 

 

 

 

■目標３の成果指標 

自家用車でなくても外出できる人を増やす 目標３ 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

５．目標達成に向けた施策・事業 

目標達成に向けて取り組む施策・事業とその対応関係を以下に示します。 

 

施策・事業 

計画の目標 

【目標１】 【目標２】 【目標３】 

利便性を 

高める 

持続可能

性を確保 

自家用車

でなくて

も外出で

きる 

施策 １ 利便性向上と運行効率化を図る公共交通ネットワークの再編（モビリティミックス） 

 事業 1） 町営バスの運行形態の見直し ● ● ● 

 事業 2） ＪＲ九州バス嬉野線の運営方法の見直し検討  ●  

 事業 3） 小中学生のスクールバスの拡充  ●  

施策 ２ 公共交通の利用環境の充実 

 事業 1） JR彼杵駅の待合環境の充実 ●   

 事業 2） JR彼杵駅、JR千綿駅への二次交通サービスの導入 ●   

 事業 3） 町営バスの運行情報のオープンデータ化 ●   

 事業 4） 町営バスへのバス位置情報提供システムの導入 ●   

 事業 5） 交通と暮らしをつなぐMaaS※の実現 ●   

施策 ３ 公共交通を維持・活性化していく体制の充実 

 事業１） 地域が主体的に交通を検討・運営するスキームの構築  ●  

 事業２） 福祉、教育、観光、商工、教育と連携した移動需要の創出  ●  

施策 ４ 公共交通の関する啓発活動・利用促進の推進 

 
事業 1） 公共交通に関する情報提供・啓発活動（モビリティ・マネジ

メント）の実施 
  ● 

 事業 2） 乗り方教室・アプリ教室の開催   ● 

 事業 3） マナー向上啓発活動の実施   ● 

 事業 4） 高齢者の免許返納者への特典付与   ● 

※MaaSとは、Mobility as a Serviceの略称。情報通信技術を用いてあらゆる公共交通機関を結び付け、効率よく、

かつ便利に使えるようにする概念及びシステム。 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

 

 

町民のニーズに応じたより移動しやすいサービ

スに、また、持続可能性を確保するための運行効率

化に向けて、町営バスの運行形態の見直しや小中

学生のスクールバスの拡充を行い、ＪＲ大村線やＪＲ

九州バス、タクシー、地域の送迎サービスも含めた

地域の輸送資源を活用した公共交通ネットワーク

の構築に取り組みます。 

 

 

 

 

事業１） 町営バスの運行形態の見直し 

利用減少が続き財政負担額が増大している町営バスについて、利便性向上と運行効率性向上を図

るため、運行形態の見直しを行います。合わせて、町営バスの運行見直しによる公共交通空白地域の

解消も図ります。 

町営バス（大野原高原線、東部循環線）が運行している地域は、現在の定時定路線から区域運行（道

路運送法 第 4条運行）へと運行形態を変更し、予約に応じて運行するデマンド交通（ドア to ドア型）

へ切り替えます。運行区域は大野原・川内線、東部循環線のルート及び周辺の公共交通空白地域も含

め、これまでバス停が遠く利用しにくかった地域も利用できる環境を整えます。 

山間部の公共交通空白地域や町営バス川内線沿線地域は、人口が少ないため、公共交通へのニー

ズは特定の住民が利用することや不定期な利用になること、需要量は限定的であることが想定されま

す。一方で、地域の交通を担っているタクシー事業者も運転手不足が深刻化しており、新たな運転手の

確保は難しい状況にあります。そのため、地域でドライバーを確保して乗合交通サービスの運行を行

い、交通事業者が運行管理と車両整備を担う、事業者協力型自家用有償旅客運送を導入します。 

なお、人口が集積している大村湾沿岸部を運行している彼杵線・千綿線は、現状通りの定時定路線

型の運行とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■町営バスの運行形態の見直しイメージ 

施策１ 利便性向上と運行効率化を図る公共交通ネットワークの再編（モビリティミックス） 

モビリティミックスによる公共交通サービスの充実 

スクール 

地域の送迎

サービス 

地域の輸送資源をフル
活用して需要ボリューム
や利用特性に応じた交
通サービスを提供 

彼杵線・千綿線 

定時定路線 

マイクロバス 

彼杵線・千綿線 

定時定路線 

マイクロバス 

大野原高原線 

東部循環線 

定時定路線 

マイクロバス 

大野原高原線沿線地域 

東部循環線沿線地域 

区域運行（デマンド交通） 

１０人乗り車両 

川内線 

定時定路線 

マイクロバス 

川内線沿線地域 
公共交通空白地域 
事業者協力型自家用有償

旅客運行 

５～８人乗り車両 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２） ＪＲ九州バス嬉野線の運営方法の見直し検討 

JR九州バス嬉野線は、輸送量が地域間幹線系統補助要件を下回っており、新型コロナ特例措置が

解除されたときに、行政負担額を大きくなることが想定されます。引き続き、沿線市と連携した観光資

源を活用した観光需要の取り込みに取り組むとともに、武雄・嬉野への移動における地域住民の利用

促進に取り組み、今後も、国の地域公共交通確保維持改善事業や長崎県、佐賀県の地域公共交通補助

事業の活用し、路線維持に努めます。併せて、需要に見合った運行サービスへの見直しや持続可能な

運営方法についての検討を行います。 

 

事業３） 小中学生のスクールバスの拡充 

これまで運行していなかった地域にもスクールバスを配備し、町内全域における小中学生の通学手

段を確保します。  

■AI活用型デマンド交通のイメージ 

■事業者協力型自家用有償旅客運送のイメージ 

資料：自家用有償旅客運送ハンドブック（国土交通省） 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

 

 

公共交通を利用しやすいものとするために、交通結節機能の充実、公共交通の運行情報の提供など

に取り組みます。 

 

事業１） JR彼杵駅の待合環境の充実 

JR彼杵駅における待ち時間の負担軽減を図り、

さらに JR 利用者でなくても談笑したり、憩うこと

ができるなど町民が集まる拠点性を持たせる環境

づくりとして、駅舎に学習・仕事スペースや小さな

図書館、まちの情報コーナーなどの機能を追加する

ことを検討します。 

 

 

事業２） JR千綿駅への二次交通サービスの導入 

JR千綿駅を中心に、JR大村線で来訪した観光客の周遊交通手段として、自転車などのシェアリン

グサービスなどの新たなモビリティサービスの導入を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業３） 町営バスの運行情報のオープンデータ化 

町営バスを気軽に利用していくための環境づくりとして、経路検索サイトでの運行情報の配信等が

可能となるよう、ダイヤやバス停、運賃等の情報を公共交通に関する世界標準のデータフォーマット

（GTFS）に従って整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策２ 公共交通の利用環境の充実 

■シェアサイクル 

資料：neuet「chari chari」 

■グリーンスローモビリティ ■シニアカーレンタル 

資料：土浦MaaS実証実験 資料：国土交通省 資料：mobby ride 

■電動キックボード 

【参考事例】 

■コミュニティバスの運行情報のオープンデータ化の活用方法：岐阜県中津川市 

【参考事例】 

■駅の拠点性強化：JR笠置駅（京都府笠置町） 

【談笑スペース】 【学習スペース】 

資料：笠置町商工観光課 

資料：国土交通省 

【参考事例】 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

 

事業４） 町営バスへのバス位置情報提供システムの導入 

バスの待ち時間の負担

軽減策として、バスの運行

状況をスマートフォンなど

を使ってリアルタイムで確

認できる「バスロケーショ

ンシステム」を導入します。 

 

 

 

 

事業５） 交通と暮らしをつなぐ MaaSの実現 

交通をその種別などに関わらず移動のための一連の手段として位置づけ、それらを ICT（情報通信

技術）の活用により一つの統合されたサービスとして捉える概念であるMaaS（Mobility as a 

Service）が普及しつつあります。 

九州経済連合会では、

九州全域を対象とした

MaaSの展開を検討して

います。その動向を注視

し、県や近隣自治体と連携

しながら、本町における導

入可能性を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

また、近年は買物のインターネット注文や

飲料や料理のフードデリバリーサービスの

普及も進んでおり、買物は人が移動するだ

けではなくモノが運ばれてくる形も増えて

きています。MaaS導入後には、人の移動

とモノの移動を一体的に捉えたサービスの

導入についても検討していきます。 

 

 

  

■バスロケーションシステム：佐賀県上峰町 

 

【参考事例】 

■九州MaaSのイメージ（九州経済連合会） 

資料：九州経済連合会 

■人の移動とモノの移動を一体的に捉えたサービスのイメージ 

ICT 等を活用した人の移動とモノの移動を 
一体的に捉えたサービスの導入 

 

買物に行くことを選択 

ダイヤ検索や予約手続 

配達を選択 

商店を検索 

スマートフォンで 

サービスを検索 

あるものが欲しいな

と思ったときに・・・ 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

 

 

公共交通を維持・活性化していくために、引き続き路線バスへの財政支援を行うとともに、デマンド交

通や事業者協力型自家用有償旅客運送などの地域内交通に係る地域の検討体制の構築や交通分野以

外の領域との連携した移動需要の創出などに取り組みます。 

 

事業１） 地域が主体的に交通を検討・運営するスキームの構築 

地域がデマンド交通や事業者協力型自家用有償旅客運送等の地域内交通について、自主的に検討・

運営を進めていくにあたり、地域・行政・交通事業者のそれぞれの役割を整理し、検討の流れや支援制

度等を検討、構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２） 福祉、教育、観光、商工と連携した移動需要の創出 

福祉・介護予防事業実施の際の移動手段として公共交通利用促進に努め、双方の目標につながる連

携を進めていきます。 

教育分野では町外への社会科見学や部活動等での遠征の際の公共交通利用促進、観光分野や商工

分野では観光振興・商業振興イベント開催時やグリーンツーリズム（グリーンティーリズム）体験時の公

共交通利用促進など、多方面のまちづくりの活性化と連携して移動需要の創出を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策３ 公共交通を維持・活性化していく体制の充実 

■地域で公共交通の充実を検討する体制：佐賀市 

資料：佐賀市「公共交通空白地域等における地域内交通の導入ガイドライン」 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

 

 

町民の公共交通に対する興味や関心を喚起し、利用につなげていくために、イベントや教室、周知等を

継続的に取り組みます。 

 

事業１） 公共交通に関する情報提供・啓発活動（モビリティ・マネジメント）の実施 

公共交通の利用啓発に向けて、路線図や時刻表等が掲載された公共交通マップの発行や、各交通

事業者が行っているお得なサービスの紹介等を行います。 

また、バスの日、タクシーの日等を活用した公共交通イベントの開催などを企画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２） 乗り方教室・アプリ教室の開催 

公共交通の利用方法や、スマートフォン等を使った路

線・時刻検索の方法についての出前講座を定期的に開催

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業３） マナー向上啓発活動の実施 

鉄道やバスなどの乗車時のマナーの向上に向け、小中学校とも連携し、啓発活動に取り組みます。 

 

事業４） 高齢者の免許返納者への特典付与 

75歳以上の町民を対象に実施している、公共交通の優遇措置を継続して取り組みます。 

 

 

高齢者タクシー利用券 

助成事業 

・75歳以上で、運転免許証を持っていない方を対象にタクシー券

（10,000円/人、地域によっては 15,000円）を交付。 

町営バス減免 ・75歳以上の方に町営バス利用料を減免（半額）。 

施策４ 公共交通に関する啓発活動・利用促進の推進 

資料：熊本共同経営推進室 

■高齢者向け公共交通検索アプリの使い方教室：柳川市 

時刻検索アプリや

タクシー配車アプリ

などを実際に使っ

てみることで、苦

手意識を払拭する

ことが期待 

■経路検索アプリの周知チラシ：熊本共同経

営推進室 

鉄道・路線バ

ス・コミュニテ

ィバスなどの

公共交通の経

路や時刻の検

索アプリの認

知を向上 

■住民が集まるイベントで、公共交通の利用啓発を行うブースを出展：熊本県八代市 

イベント会場で、公共交通の乗り方

や検索の方法、路線や運賃、ダイヤ

の案内などを、ポスターを用いて周

知。子供を連れた家族連れ等への周

知にも効果あり。子供にはペーパー

クラフトなどを贈呈し、興味関心を

高めることが期待 

資料：熊本県八代市 

資料：柳川市 

■東彼杵町の 75歳以上向けの公共交通優遇措置 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

各種施策の実施スケジュール 

計画期間内に取り組む 16事業のスケジュールを以下に示します。 

 

施策 事業 実施主体 
スケジュール（年度） 

R５ R6 R7 R8 R9 

【施策１】 

利便性向上と運
行効率化を図る
公共交通ネットワ
ークの再編（モビ
リティミックス） 

❶町営バスの運行形態の見直し 
町 

交通事業者 

地域 

     

❷ＪＲ九州バス嬉野線の運営方法の
見直し検討 

町 

交通事業者 
     

❸小中学生のスクールバスの拡充 町      

【施策２】 

公共交通の利用
環境の充実 

❶JR彼杵駅の待合環境の充実 町      

❷JR 彼杵駅、JR 千綿駅への二次交
通サービスの導入 

町      

❸町営バスの運行情報のオープンデ
ータ化 

町      

❹町営バスへのバス位置情報提供シ
ステムの導入 

町      

❺交通と暮らしをつなぐ MaaS の
実現 

町 

交通事業者 

九州MaaS 

     

【施策３】 

公共交通を維持・
活性化していく
体制の充実 

❶地域が主体的に交通を検討・運営
するスキームの構築 

町 

地域 
     

❷福祉、教育、観光、商工、教育と連
携した移動需要の創出 

町 

地域 
     

検討・調整 

利用状況を注視しながら継続的に検討 

実施 

拡充 

整備 

検討・調整 

導入 

検討・調整 

実施 

実施 

導入検討 

機能拡充検討 

検討・調整 

調整が整った地域から運用 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

施策 事業 実施主体 
スケジュール（年度） 

R５ R6 R7 R8 R9 

【施策 4】 

公共交通に関す
る啓発活動・利用
促進の推進 

❶公共交通に関する情報提供・啓発
活動（モビリティ・マネジメント）の
実施 

町      

❷乗り方教室・アプリ教室の開催 
町 

交通事業者 
     

❸マナー向上啓発活動の実施 町      

❹高齢者の免許返納者への特典付
与 

町      
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６．計画の推進体制 

６．計画の推進体制 

６－１．計画の推進体制 

本計画は、東彼杵町地域公共交通活性化協議会で、計画全体の推進及び事業の進捗状況等について適

切に管理し、着実な推進を図ります。 

 

 

 東彼杵町地域公共交通活性化協議会 

構成員 東彼杵町、長崎県、交通事業者、利用者代表、関係機関、町民 等 

役 割 短期的な見直し・改善や中・長期的なプロジェクト等を継続的に協議・検討 

 

６－２．関係する主体と基本的な役割 

本計画を進めるに当たっては、交通政策基本法（平成 25 年法律第 92 号）第６条（連携等による施策の

推進）の規定に基づき、「住民」「交通事業者」「行政」が連携し、一体となって、計画目標の達成に向けて取り

組む必要があります。それぞれの役割分担を明確にし、新たな交通体系を構築していきます。 

 

 

主  体 役  割 関連法等 

住民 

交通サービスを享受するだけでなく、主体的に公共交

通に関わり、町が実施する交通に関する施策に協力す

るよう努める。 

交通政策基本法 第１１条 

交通事業者 
事業経営・交通運営の主体として、路線・ダイヤ・運行形

態等の検討を行うとともに、情報提供・発信を行う。  
交通政策基本法 第１０条 

関係機関 行政や交通事業者等と連携した取組の検討を行う。  
活性化再生法 

第２条第２項第３号 

道路管理者 

交通管理者 

道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性に 

ついて判断する。 
交通政策基本法 第１０条 

有識者 
計画に示す施策・事業の実施方針等について助言を行

う。  

活性化再生法 

第２条第２項第３号 

国 
全体的な統括の視点から、計画の推進について、助言

等を行うとともに、監査的な判断を行う。  

交通政策基本法 

第８条、第９条 

県 
主に広域交通につて、広域的な見地から、公共交通の

維持・改善の取組を行う。  

交通政策基本法 第９条 

活性化再生法 第4条第２項 

町 

（交通担当） 

計画の管理を行う。必要に応じて、県、関係市町と協働

しながら公共交通の維持・改善の取組を行う。  交通政策基本法 第９条 

活性化再生法 第4条第3項 町 

（関連部署） 

都市計画、まちづくり、観光振興、福祉、教育などの施

策を交通と連携して進め、交通需要の創出に取り組む 

  

■東彼杵町地域公共交通活性化協議会の構成員と役割 

■関連主体と基本的な役割 
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 ６．計画の推進体制 

６－３．計画の評価方法 

本計画は、設定した目標及びその指標の達成状況を見ながら、計画の進捗状況を管理していきます。 

事業年度の後半に事業進捗や指標のモニタリングを行い、効果検証を実施するとともに、次年度の事業

内容について検討を行って、効果の積み上げを図っていきます。 

計画４年目時点には最終評価を行い、計画 5年目時点で次期計画策定に向けた検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標 指 標 単位 基準値 現状値 目標値 

目標１ 

公共交通の

利便性を高

める 

【指標 1】 
JR 彼杵駅の乗車人員ランキン

グ 
― 

300位より下位 
（R3年度） 

300位以上 
（R9年度） 

【指標 2】 JR 九州バス嬉野線の輸送量 人/日 
24.8 

（R1年度） 
11.7 

（R3年度） 
28.4 

（R9年度） 

【指標 3】 町営バスの年間利用者数 人/年 
34,456 

（R1年度） 
23,706 

（R3年度） 
21,500 

（R9年度） 

目標２ 

公共交通の

運行効率を

高め、持続可

能性を確保

する 

【指標 4】 町営バスの収支率 ％ 
12.2 

（R1年度） 
11.1 

（R3年度） 
11.1 

（R9年度） 

【指標 5】 
町営バスの利用者一人当たりの

運行経費 
円/人 

1,037 
（R1年度） 

1,144 
（R3年度） 

1,144 
（R9年度） 

目標３ 

自家用車で

なくても外

出できる人

を増やす 

【指標 6】 
町民の買物時の自家用車（自分

で運転）分担率 
％ 

82.0 
（R3 年度） 

76.0 
（R9年度） 

【指標 7】 
JR 大村線に対する町民の満足

度（不満に感じている割合） 
％ 

25.3 
（R3 年度） 

13.0 
（R9年度） 

【指標 8】 町営バスに対する町民の満足度 ％ 
43.6 

（R3 年度） 
65.0 

（R9年度） 

 

計画の推進ＰＤＣＡ 

■計画の目標と指標 
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